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AXIS M3011 ユーザーズマニュアル
安全のために

本製品を安全にご利用頂 く ために、 以下の事項を必ず守って く ださい。 これらの事項が守られていない場合、 感電、 けが、 火
災、 故障などの原因にな り ます。

表示の意味は以下の と お り です。 内容を よ く 理解し てから本文をお読み く ださい。

異常時の処理について

取り扱いについて

警告 !
データの消失やお使いの機器への損害を避ける ために注意し て読む必要があ り ます。

重要 :
操作上の損害を避ける ために注意し て読む必要があ り ます。

警告
この表示の注意事項を守ら ない と、火災、感電などによ り 死亡や大けがなど人身事故の原因と な り ます。

注意
こ の表示の注意事項を守ら ない と、感電やその他の事故によ り けがを し た り 、データや通信の消失、物的

損害の発生する可能性があ り ます。

警告
万一、内部に水な どが入った場合は、電源アダプ タ本体を コ ンセン ト か ら抜いて販売店にご連絡 く だ さ

い。そのま ま使用する と 火災、感電、故障の原因と な り ます。

万一、内部に異物が入った場合は、電源アダプタ本体を コ ンセン ト か ら抜いて販売店にご連絡 く だ さ い。

そのま ま使用する と 火災、感電、故障の原因と な り ます。

万一、煙が出ている、異臭がする などの異常状態のま ま使用する と 火災、感電、故障の原因 と な り ます。す

ぐに電源アダプタ本体を コ ンセン ト か ら抜き、煙が出な く な るのを確認し て販売店に修理をご依頼 く だ

さい。お客様によ る修理は危険ですから絶対におやめ く ださい。

万一、本装置を落 と し た り 、ケース を破損し た場合は、電源アダプタ本体を コ ンセン ト から抜いて、販売店

にご連絡 く ださい。そのま ま使用する と火災、感電、故障の原因と な り ます。

電源コー ド が痛んだ ら（芯線の露出、断線な ど）販売店に交換を ご依頼 く だ さ い。そのま ま使用する と 火

災・感電の原因と な り ます。

警告
本装置に水が入った り し ないよ う 、またぬら さ ないよ う にご注意 く ださ い。火災、感電、故障の原因と な り

ます。

本装置の上や近 く に花びん、植木鉢、コ ッ プ、化粧品、薬品や水などの入った容器または小さ な金属物を置

かないで く ださい。こぼれた り 中に入った場合、火災、感電、故障の原因と な り ます。

弊社の指示がない限 り 、本装置を分解、改造し ないで く だ さい。火災、感電、故障の原因と な り ます。

弊社の指示がない限 り 、本装置のケース を外さ ないで く だ さい。電源部や内部に触れる と 火傷、感電、故障

の原因と な り ます。

ぬれた手で本装置を操作し ないで く ださい。火災、感電、故障の原因と な り ます。

注意
移動させる場合は、電源アダプタ を コ ンセン ト から抜き、回線コード など外部の接続線をはずし た こ と を

確認の上、行って く だ さい。コード が傷つき火災、感電の原因と な る こ と があ り ます。
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安全のために
電源について

設置場所について

お手入れについて

お手入れの際は安全のために電源アダプタ を コ ンセン ト から抜いて行って く だ さい。

警告
表示された電源電圧以外の電圧で使用し ないで く だ さい。火災、感電、故障の原因と な り ます。

電源アダプタはコ ンセン ト に確実に差し込んで く だ さ い。電源アダプタ（プラ グ）の刃に金属などが触れ

る と火災・感電の原因と な り ます。

ぬれた手で電源アダプタ を抜き差し し ないで く ださい。感電の原因と な り ます。

タ コ足配線はし ないで く ださい。火災、過熱の原因と な り ます。

電源コー ド を傷つけた り 、破損し た り 、加工し た り 、無理にまげた り 、ねじ った り し ないで く だ さ い。重い

ものをのせた り 、加熱し た り 、引っ張った り する と 電源コード が破損し、火災、感電の原因にな り ます。

近 く に雷が発生し た と きは、電源アダプ タや接続ケーブルなど を抜いてご使用をお控え く だ さ い。雷に

よ っては火災、感電、故障の原因と な り ます。

注意
電源アダプ タ を抜 く と きは、必ず電源アダプ タ本体を持ってぬいて く だ さ い。電源コー ド を引っ張る と

コード が傷ついて火災、感電の原因と な る こ と があ り ます。

電源コー ド を熱器具に近付けないで く だ さ い。コー ド の被覆が溶けて火災、感電の原因 と な る こ と があ

り ます。

注意
直射日光の当た る と こ ろや温度の高い と こ ろに置かないで く だ さ い。内部の温度が上が り 、火災の原因

と な る こ と があ り ます。

湿気やほこ り の多い場所に置かないで く ださい。火災、感電、故障の原因 と なる こ と があ り ます。

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があた る よ う な場所には置かないで く だ さ い。火災、感電、故障の

原因と な る こ と があ り ます。

ぐ らついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないで く だ さ い。落ちた り 、倒れた り し て、けがの

原因と な る こ と があ り ます。

振動、衝撃の多い場所に置かないで く だ さ い。落ちた り 、倒れた り し て、けがの原因 と な る こ と があ り ま

す。

注意
アルコール、ベンジン、シンナーな ど、揮発性の も のは使わないで く だ さ い。変色、変形、変質や故障の原

因と な り ます。

静電気集塵型化学ぞ う きんは絶対に使わないで く だ さい。故障の原因と な り ます。

年に一度は電源コー ド を抜き、プ ラ グおよびコ ンセン ト に付着し ている ゴ ミ 、ホ コ リ 等を取 り 除いて く

ださい。
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このマニュアルについて

このマニ ュ アルは、 製品ソ フ ト ウ ェ ア （フ ァーム ウ ェア） バージ ョ ン 5.01 以降を搭載し た AXIS M3011 （以下、 ネ ッ ト ワー 

ク カ メ ラ） をご利用の管理者またはユーザを対象と し ています。 こ のマニュ アルには、お使いのネ ッ ト ワーク上でネ ッ ト ワー
ク カ メ ラの設定、 管理を行 う ための手順が含まれています。

必要に応じ て、 内容を更新し たマニ ュ アルをア ク シス コ ミ ュ ニケーシ ョ ンズ株式会社 （以下、 Axis） のホームページで公開

する こ と があ り ます。

知的財産所有権

Axis Communications AB は、 このマニュ アルに記載されている製品で具体化された技術に関連する知的財産所有権を保有し  

ています。 これらの知的所財産有権は、 Axis の Web サイ ト （http://www.axis.com/patent.htm） に記載されている 1 つまた

は複数の特許、 または、 米国およびその他の国における 1 つまたは複数の追加特許、 および特許申請中のアプ リ ケーシ ョ ン

を含んでいる場合があ り ます。

本製品にはラ イセン ス されたサード パーテ ィ 製のソ フ ト ウ ェ アが含まれています。詳しい情報については、本製品の内部 Web
ページ （［Setup］ - ［About］） をご覧 く ださい。

本製品には、 Apple Computer, Inc. の Apple Public Source License 2.0 （http://www.opensource.apple.com/apsl/） に基づ く      

ソース コード が含まれています。 ソース コード を必要と される場合は、 次の URL を参照し て く だ さい。 
http://developer.apple.com/darwin/projects/bonjour/

法律上の注意事項

ビデオを利用し た監視は法律によ って禁止されている場合があ り 、 その内容は国によ って異な り ます。 本製品を監視用途で
ご利用にな る前に、 ご利用頂 く 地域の法律を確認し て く だ さい。

本製品には H.264 デコーダ ラ イセン ス、 MPEG-4 デコーダ ラ イセン スがそれぞれ 1 つ含まれています。 追加ラ イセン スのご

購入については、 Axis 製品の販売店にお問い合わせ く だ さい。

電波に関する適合性 （EMC）

本装置は無線周波数を発生、 使用、 放射する ため、 指示通 り にイ ン ス ト ールおよび使用されていない場合は、 無線通信に有
害な混信を招 く 恐れがあ り ます。 ただし、 特定のイ ン ス ト ールにおいて妨害が生じ ない と い う 保証はあ り ません。

本装置がラ ジオおよびテレ ビ受信機に対し て有害な混信を招き、 本装置の電源の入 / 切を行 う こ と によ って本装置が原因で

あ る と確認でき た場合は、 次の 1 つまたはそれ以上の措置に従って混信を正すよ う にし て く だ さい ： 受信アンテナの方向を

修正または再配置を行 う 。 本装置 と 受信機の間隔を広げる。 本装置を、 受信機が接続されている も の と は異な る電源に接続
する。 販売店または経験を積んだラ ジオ / テレ ビ技術者に相談する。 EMC 基準への準拠を満たすには、 本装置 と と もにシー

ルド付き ツ イ ス ト ペア （STP） ネ ッ ト ワーク ケーブルを使用する必要があ り ます。

米国 -This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B computing device pursuant to 
Subpart B of Part 15 of FCC rules, which are designed to provide reasonable protection against such interference when 
operated in a commercial environment. Operation of this equipment in a residential area is likely to cause interference, in 
which case the user at his/her own expense will be required to take whatever measures may be required to correct the 
interference. 

カナダ -This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003.

欧州 - This digital equipment fulfills the requirements for radiated emission according to limit B of EN55022, and the 
requirements for immunity according to EN55024 residential, commercial, and light industry.

日本 -この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づ く ク ラ ス B 情報装置です。 こ の装置は、

家庭環境で使用する こ と を目的 と し ていますが、 こ の装置が ラ ジオやテレ ビジ ョ ン受信機に近接し て使用される と 、 受信障
害を引き起こすこ と があ り ます。 取扱説明書に従って正しい取 り 扱いを し て下さい。

豪州 -This electronic device meets the requirements of the Radio communications (Electromagnetic Compatibility) Standard 
AS/NZS CISPR22. 

その他使用上のご注意

ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 イ ン ス ト ールガ イ ドやユーザーズマニ ュ アルの手順にし たがって イ ン ス ト ール、 および使用し て く
だ さ い。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラにはユーザが独自に交換、 または使用し た り でき る部品は含まれていません。 ネ ッ ト ワーク カ
メ ラの部品を交換し た り 、 改造し た り し た場合、 適用されている規制および認可の適合性は保証されません。

責任

Axis は、 このマニ ュ アルの技術的、 印刷上の誤 り について、 一切の責任を負いません。 また Axis は、 予告な く 製品やマニュ

アルの記載内容に対し て変更、 修正を行 う こ と があ り 、 将来にわた るいかなる約束を表明する ものではあ り ません。 Axis は、

Axis 製品およびソ フ ト ウ ェアの使用の結果に生じ た、 偶発的な損害および間接的な損害、 また これらに付随する事業上の利

益の損失、 データの喪失、 その他使用に起因し て生じ るいかな る損害に対し て も責任を負いません。 Axis は、 このマニュ ア

ルに含まれる記述、 製品の商業価値および製品の特定用途に対する適合性について、 明示的また黙示的な保証を一切いた し
ません。
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商標

Apple, Boa, Bonjour, Ethernet, Linux, Microsoft, Mozilla, Netscape Navigator, Real, QuickTime, UNIX, Windows, WWW は各    

社の登録商標です。JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロ ゴは、米国およびその他の国における米国Sun Microsystems 
Inc. の商標または登録商標です。

UPnP は、 UPnPTM Implementers Corporation （UIC） の商標です。 Bonjour は、 Apple Computer Inc. の商標です。

AXIS COMMUNICATIONS、 AXIS、 ETRAX、 ARTPEC、 VAPIX は、 ス ウ ェーデンおよびその他の国で登録された Axis AB の登    

録商標です。 その他、 記載の社名、 商品名などは、 各社の商標または登録商標です。 記載の内容は予告な く 変更する こ と が
あ り ます。

サポー ト サービス

イ ン ターネ ッ ト がご利用になれる場合は、 技術サポー ト 情報、 更新された製品ソ フ ト ウ ェア （フ ァーム ウ ェア）、 ユーテ ィ リ
テ ィ ソ フ ト ウ ェ ア、 会社情報など、 Aixs のホームページ （http://www.axiscom.co.jp/） から ご覧頂けます。

その他

こ のマニ ュ アルの制作には細心の注意を払ってお り ますが、 不正確な記述や脱落、 乱丁ま たは落丁を見つけ られた場合は、
info@axiscom.co.jp までご連絡 く だ さい。

RoHS 指令

本製品は、 欧州 RoHS 指令 （2002/95/EC） および中国 RoHS 指令 （ACPEIP） に準拠し ています。

WEEE Directive
The European Union has enacted a Directive 2002/96/EC on Waste Electrical and Electronic Equipment (WEEE              
Directive). This directive is applicable in the European Union member states.

The WEEE marking on this product (see right) or its documentation indicates that the product must not be disposed of    
together with household waste. To prevent possible harm to human health and/or the environment, the product must be    
disposed of in an approved and environmentally safe recycling process. For further information on how to dispose of this    
product correctly, contact the product supplier, or the local authority responsible for waste disposal in your area. 

Business users should contact the product supplier for information on how to dispose of this product correctly. This product    
should not be mixed with other commercial waste.

AXIS M3011 ユーザーズマニュ アル  第 1 版 （R1.3）

 
Copyright© ア ク シス コ ミ ュニケーシ ョ ンズ株式会社、 2009 2009 年 9 月発行
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製品の概要
製品の概要

こ のマニュ アルは、 AXIS M3011 （以下、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラ） について説明し ています。 設置方法などにつ 

いては、 製品に付属のイ ン ス ト ールガイ ド を参照し て く ださい。

主な機能

• 優れた画質 
AXIS M3011 はプロ グレ ッ シブスキ ャ ンを採用。 明るい場所でも暗い場所でも高品質な画像を得られます。

• H.264、 Motion JPEG、 MPEG-4 Part 2 マルチス ト リ ーム 

複数の H.264 および Motion JPEG ス ト リ ームをフルフ レームレー ト 、 または画質や帯域幅などの必要な条 

件に合わせて最適化し たフ レーム レー ト で配信する こ と ができ ます。 また、 MPEG-4 Part 2 もサポー ト し  

ています。

• イ ンテ リ ジェ ン ト ビデオ機能 
モーシ ョ ン検知機能、およびカ メ ラに布をかけ られた り スプレーを吹きつけたれた と きに動作するいたずら
警告など、 イ ンテ リ ジェ ン ト な機能を提供し ます。

• セキ ュ リ テ ィ の向上 
AXIS M3011 にア ク セス し たすべてのユーザを ロ グに保存し た り 、現在ア ク セス し ているユーザの一覧を表 

示する こ と ができ ます。 また、 HTTPS を利用し てビデオをフルフ レームレー ト で配信する こ と ができ ます。
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機能と名称

天井

スプ リ ング

メ タルカ メ ラホルダー

ネ ッ ト ワーク コネク タ *

コ ン ト ロールボタ ン

ド ームカバー （マグネ ッ ト 付き）

プ ラ スチ ッ ク プ ラグ ×2 
（付属のいじ り止めネジに交換可能）

カ メ ラ本体の矢印

カ メ ラホルダーの矢印

* PoE に対応し ています。 シールド付きケーブルの利用をお勧めし ます。

* スプ リ ングを利用し て設置できる天井の厚さは、 1 ～ 80mm です。 メ タルカ メ ラホルダーは 
ネジで固定する こ と もできます （ネジ穴 3mm × 4）。

イ ンデ ィ ケータ

（左から PWR、 STAT、 NET）
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イ ンデ ィ ケータ

名称 色 説明

Network （NET） 緑色 100Mbps ネ ッ ト ワークに接続されています。緑色で点滅し てネ ッ ト ワークア ク テ ィ ビテ ィ

を示し ます。

オレンジ色 10Mbps ネ ッ ト ワークに接続されています。 オレンジ色で点滅し てネ ッ ト ワークア ク テ ィ

ビテ ィ を示し ます。

消灯 ネ ッ ト ワークに接続されていません。

Status （STAT） 緑色 正常動作時に、 緑色で点灯し ます。

注意 ： Status イ ンデ ィ ケータは、 ユーザがネ ッ ト ワーク カ メ ラにア クセス し ている時に一

定の間隔で点滅させた りする こ とができます （［Setup］ - ［System Options］ - ［LED］）。

オレンジ色 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの起動中、工場出荷時の状態へのリ セ ッ ト 中にオレンジ色で点灯し ま

す。

赤色 低速で赤色で点滅し ている場合は、 フ ァームウ ェ アのア ッ プグレー ドが正し く 行われてい

ません。 リ カバリーを行って く だ さい。 （54 ページ 「リ カバリーの手順」 を参照）。

Power （PWR） 緑色 正常に動作し ています。

オレンジ色 フ ァームウ ェ アのア ッ プグレー ド を行っている間、 緑とオレンジ色で交互に点滅し ます。
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ネ ッ ト ワーク カ メ ラのセ ッ ト ア ッ プ

ネ ッ ト ワーク カ メ ラの設置

ネ ッ ト ワーク カ メ ラの設置方法については、 製品に付属し ている イ ン ス ト ールガイ ド を参照し て く ださい。

その他の IP ア ド レスの設定方法

ネ ッ ト ワーク上でネ ッ ト ワーク カ メ ラにア ク セスでき る よ う にするには、まず IP ア ド レ ス を設定する必要があ

り ます。 Windows 環境では、 AXIS IP Utility または AXIS Camera Management をご使用 く ださい。 これら    

は無償のソ フ ト ウ ェ アで、 製品に付属の CD に収録されています。 また、 Axis のホームページから ダウ ン ロー

ド し てご利用いただけます。

AXIS IP Utility または AXIS Camera Management を利用し た IP ア ド レ スの設定方法については、 製品に付    

属のイ ン ス ト ールガイ ド を参照し て く ださい。

ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ スの設定には、 以下の方法を使用する こ と も でき ます。

UPnP について

ネ ッ ト ワーク カ メ ラはデフ ォル ト で UPnPTM が有効に設定されています。 お使いのコ ンピ ュータ （Windows
XP） で UPnP が利用でき る状態になっている場合、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラが自動的に検出され、 コ ンピ ュータの

［マイネ ッ ト ワーク］ にア イ コ ンが追加されます。 こ のア イ コ ンを ク リ ッ クする と、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラにア ク
セスする こ と ができ ます。

ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 設定を行 う コ ンピ ュータ と 同じネ ッ ト ワーク セグ メ ン ト （物理サブネ ッ ト ） にイ ン ス

ト ールする必要があ り ます。

Bonjour

Bonjour はネ ッ ト ワーク上に接続されている AXIS M3011 を自動的に検出し ます。 Safari ブラ ウザを起動し、 

メ ニ ューか ら 「ブ ッ ク マーク」 - 「すべてのブ ッ ク マーク を表示」 を ク リ ッ ク し ます。 開いた ウ ィ ン ド ウか ら

「コ レ ク シ ョ ン」 - 「Bonjour」 を ク リ ッ クする と、 ウ ィ ン ド ウ右にお使いのネ ッ ト ワーク カ メ ラ が表示されま

す。 項目を ク リ ッ ク し てネ ッ ト ワーク カ メ ラの Web ページが開いた ら、 16 ページ 「パス ワード の設定」 を参

照し て管理者用のパス ワード を設定し て く ださい。

ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 設定を行 う コ ンピ ュータ と 同じネ ッ ト ワーク セグ メ ン ト （物理サブネ ッ ト ） にイ ン ス
ト ールする必要があ り ます。

arp コ マン ド と ping コ マン ド を利用する （Windows 環境）

以下の手順にし たがって、 arp コマン ド と ping コマン ド を利用し て IP ア ド レ ス を設定し て く ださい。

1. ネ ッ ト ワーク カ メ ラに設定する未使用の IP ア ド レ ス をネ ッ ト ワーク管理者から入手し ます （お使いの

コ ンピ ュータ と同じサブネ ッ ト に属する IP ア ド レ ス を設定し て く ださい）。

2. ネ ッ ト ワーク カ メ ラの本体ラベルに記載されている シ リ アル番号 （S/N） を書き留めます。

オペレーテ ィ ングシステム イ ンス ト ール方法

Windows 12 ページ 「UPnP について」 （Windows XP のみ）

12 ページ 「arp コマン ド と ping コマン ド を利用する （Windows 環境）」

14 ページ 「AXIS Internet Dynamic DNS サービスを利用し た初期設定」

Mac OS X  
（10.4 以降）

12 ページ 「Bonjour」
13 ページ 「arp コマン ド と ping コマン ド を利用する （Mac OS X/UNIX/Linux 環境）」

14 ページ 「AXIS Internet Dynamic DNS サービスを利用し た初期設定」

UPnPTM をお使いのコ ンピ ュータにイ ンス ト ールするには、 Windows の ［ス ター ト ］ メ ニューから ［コ ン ト

ロールパネル］ - ［プログラムの追加と削除］ を選択し て く だ さい。 ［Windows コ ンポーネン ト の追加と削除］

を ク リ ッ ク し、 一覧からネ ッ ト ワークサービスを選択し て ［詳細］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ネ ッ ト ワークサービ

ス］ ウ ィ ン ド ウの一覧からユニバーサルプ ラグアン ド プレ イにチ ェ ッ ク を付けて ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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3. ネ ッ ト ワーク カ メ ラ をネ ッ ト ワーク に接続し て く ださい。

4. DOS 窓 （MS-DOS プロ ンプ ト 、 コマン ド プロ ンプ ト ） を開いて以下のコマン ド を実行し ます。 シ リ ア

ル番号は 2 桁ずつハイ フン （-） で区切って入力し て く ださい。 また、 ping コマン ド の 「-l」 は L の

小文字ですので注意し て く ださい。

5. ネ ッ ト ワーク ケーブルを抜き差し し てネ ッ ト ワーク カ メ ラの電源をオフ / オン し ます。

6. しばら く する と、 DOS 窓に Reply from 192.168.0.125... のよ う な メ ッ セージが表示されます。

7. Ctrl キーと C キーを同時に押し て ping を終了し ます。

8. Web ブラ ウザを起動し、 ［場所 / ア ド レ ス］ フ ィ ール ド にネ ッ ト ワーク カ メ ラに設定し た IP ア ド レ ス を入

力し て ［Enter］ キーを押し ます。

9. 16 ページ 「パス ワード の設定」 を参照し て、 管理者用のパス ワード を設定し て く ださい。

10. AMC （AXIS Media Control） のイ ン ス ト ールを促すセキ ュ リ テ ィ 警告の画面が表示されます。 ［はい］ を  

ク リ ッ ク し て く ださ い。 AMC について詳し く は、 17 ページ 「AXIS Media Control を イ ン ス ト ールする」  

を参照し て く ださ い。

11. イ ン ス ト ールが完了し ま し た。 続いて、 21 ページ 「ブラ ウザから ア ク セスする」 に進んで く ださい。

注意 ：

arp/ping コ マン ド による IP ア ド レスの設定は、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの電源投入後 2 分以内に行っ て く だ さい。

arp コ マン ド と ping コ マン ド を利用する （Mac OS X/UNIX/Linux 環境）

以下の手順にし たがって、 arp コマン ド と ping コマン ド を利用し て IP ア ド レ ス を設定し て く ださい。

1. ネ ッ ト ワーク カ メ ラに設定する未使用の IP ア ド レ ス をネ ッ ト ワーク管理者から入手し ます。

2. ネ ッ ト ワーク カ メ ラの本体ラベルに記載されている シ リ アル番号 （S/N） を書き留めます。

3. ネ ッ ト ワーク カ メ ラ をネ ッ ト ワーク に接続し て く ださい。

4. シェルウ ィ ン ド ウ を開いて以下のコマン ド を実行し ます。 シ リ アル番号は 2 桁ずつコ ロ ン （:） で区切っ

て入力し て く ださ い。

5. ネ ッ ト ワーク ケーブルを抜き差し し てネ ッ ト ワーク カ メ ラの電源をオフ / オン し ます。

6. しばら く する と、 シェルウ ィ ン ド ウに 416 bytes from 192.168.0.125... のよ う な メ ッ セージが表示   

されます。

7. Web ブラ ウザを起動し、 ［ア ド レ ス］ フ ィ ール ド にネ ッ ト ワーク カ メ ラに設定し た IP ア ド レ ス を入力し て

［Enter］ キーを押し ます。

8. 16 ページ 「パス ワード の設定」 を参照し て、 管理者用のパス ワード を設定し て く ださい。

9. イ ン ス ト ールが完了し ま し た。 続いて、 21 ページ 「ブラ ウザから ア ク セスする」 に進んで く ださい。

注意 ：

arp/ping コ マン ド による IP ア ド レスの設定は、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの電源投入後 2 分以内に行っ て く だ さい。

構文 ：

arp -s ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ ス  シ リ アル番号 

ping -l 408 -t ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ ス

例 ：

arp -s 192.168.0.125 00-40-8c-18-10-00 
ping -l 408 -t 192.168.0.125

構文 ：

arp -s ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ ス  シ リ アル番号 temp 
ping -s 408 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ ス

例 ：

arp -s 192.168.0.125 00:40:8c:18:10:00 temp 
ping -s 408 192.168.0.125
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AXIS Internet Dynamic DNS サービスを利用し た初期設定

AXIS Internet Dynamic DNS サービ スは、お使いのローカルネ ッ ト ワークやイ ン ターネ ッ ト 上でネ ッ ト ワーク   

カ メ ラ を利用でき る よ う にする方法を提供し ます。 AXIS Internet Dynamic DNS サービ スに登録する と、 ネ ッ   

ト ワーク カ メ ラにア ク セスする ための URL （Web ア ド レ ス） が付与されます。 また、 サービ スの利用はいつで

も停止する こ と ができ ます。

AXIS Internet Dynamic DNS サービ スのご利用は無料です。 AXIS Internet Dynamic DNS サービ スの詳細に     

ついては、 www.axiscam.net をご覧 く ださい。

利用要件

AXIS Internet Dynamic DNS サービ ス を利用し て以下の手順で初期設定を行 う 場合、 以下の環境が必要にな り    
ます。

• ネ ッ ト ワーク上で DHCP サーバが利用でき る。

• HTTP ア ク セスにプロ キシサーバを必要と し ないイ ン ターネ ッ ト 接続環境があ る。

重要！

1. ネ ッ ト ワーク カ メ ラがネ ッ ト ワーク に接続され、 電源が入っている こ と を確認し ます。

2. 60 秒程そのま ま待ちます。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラのコ ン ト ロールボタ ン （10 ページ 「機能と名称」 を参照）

を 1 回押し ます。

3. イ ン ターネ ッ ト に接続でき る コ ンピ ュータから http://www.axiscam.net/ にア ク セス し ます。続いて AXIS
Internet Dynamic DNS サービ スの ト ッ プページで、 右上の メ ニューで言語を日本語に切 り 替えてから、 画  

面下の記入欄にお使いのネ ッ ト ワーク カ メ ラのシ リ アル番号を入力し て ［進む］ を ク リ ッ ク し ます。

4. 「Terms of Service」 （利用規約） が表示されます。 画面下の ［I agree］ （同意する） を ク リ ッ ク し ます。

5. 画面上にローカルア ク セス用の ド メ イ ン名が表示されますので、 メ モを し て く ださ い （こ の ド メ イ ン名は
イ ン ターネ ッ ト 経由でネ ッ ト ワーク カ メ ラにア ク セスする ためには利用でき ません。 イ ン ターネ ッ ト 経由
でア ク セスする際に利用でき る ド メ イ ン名を取得するには、引き続き 14 ページ 「イ ン ターネ ッ ト から ネ ッ

ト ワーク カ メ ラにア ク セスする」 の手順を行って く ださい）。

6. Web ブラ ウザを起動し、 AXIS Internet Dynamic DNS サービ スで取得し た ローカルア ク セス用の ド メ イ ン   

名を ［ア ド レ ス / 場所］ フ ィ ール ド に入力し て Enter キーを押し ます。

7. 16 ページ 「パス ワード の設定」 を参照し て、 管理者用のパス ワード を設定し て く ださい。

8. AMC （AXIS Media Control） のイ ン ス ト ールを促すセキ ュ リ テ ィ 警告の画面が表示されます。 ［はい］ を  

ク リ ッ ク し て く ださ い。 AMC について詳し く は、 17 ページ 「AXIS Media Control を イ ン ス ト ールする」  

を参照し て く ださ い。

9. イ ン ス ト ールが完了し ま し た。 以上の手順で、 ローカルネ ッ ト ワーク から ネ ッ ト ワーク カ メ ラにア ク セス
でき る よ う にな り ま し た。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を イ ン ターネ ッ ト に公開するには、 さ らに設定が必要です。
詳し く は、 下記の 「イ ン ターネ ッ ト から ネ ッ ト ワーク カ メ ラにア ク セスする」 を参照し て く ださい。

イ ン ターネ ッ ト からネ ッ ト ワーク カ メ ラにアクセスする

ページ 「AXIS Internet Dynamic DNS サービ ス を利用し た初期設定」 の手順を行 う こ と でイ ン ス ト ールが完了   
する と、 ローカルネ ッ ト ワーク上のコ ン ピ ュータか ら ネ ッ ト ワーク カ メ ラ にア ク セスでき る よ う にな り ます。
イ ン ターネ ッ ト を経由し てネ ッ ト ワーク カ メ ラにア ク セスする ためには、引き続き AXIS Internet Dynamic DNS   
サービ スの登録画面で以下の登録を行って く ださい。

1. ［ド メ イ ン名を登録する］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

AXIS Internet Dynamic DNS サービスにア ク セスする と、 お使いのネ ッ ト ワーク カ メ ラの情報 （IP ア ド レス、   

フ ァームウ ェ アバージ ョ ン、 製品の種類、 シ リ アル番号） が送信されます。 個人情報が送信される こ とはあ り

ません。

シ リ アル番号 （MAC ア ド レス） は、 AXIS M3011 の本体ラベルに記載されています。
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2. ロ グ イ ン情報と し て、Axis の Web サイ ト に登録済みの メ ールア ド レ ス と パス ワード を入力し て ［送信］ を

ク リ ッ ク し ます。

3. ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

4. 表示されている情報を確認し た上で、 ［設定を保存する］ を ク リ ッ ク し ます。 必要があれば、 サブ ド メ イ ン
名を変更し ます。

以上の操作で、イ ン ターネ ッ ト 上から ア ク セスする こ と のでき る ド メ イ ン名の登録が完了し ま し た。次に、AXIS
M3011 の設定を次の様に変更し ます。

5. Web ブラ ウザを起動し、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラのローカルア ク セス用の ド メ イ ン名を ［ア ド レ ス / 場所］

フ ィ ール ド に入力し て Enter キーを押し ます。

6. ［Setup］ リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

7. ［Basic Setup］ -［TCP/IP］ を ク リ ッ ク し、Services 欄の AXIS Internet Dynamic DNS Service の ［Settings］    

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

8. Enable automatic updates to AXIS Internet Dynamic DNS Service オプシ ョ ンにチェ ッ ク を入れます。

9. Enable regular updates to AXIS Internet Dynamic DNS Service オプシ ョ ンにチェ ッ ク を入れ、    

［Interval in hours between updates］ 欄にネ ッ ト ワーク カ メ ラが Axis DDNS サーバの情報を更新する間    

隔を入力し ます （単位 ： 時）。

10. ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

登録し た ド メ イ ン名を削除する

AXIS Internet Dynamic DNSサービ スに登録し た ド メ イ ン名を削除し ていつでもサービ スの利用を停止する こ   

と ができ ます。 Web ブ ラ ウザを起動し てネ ッ ト ワーク カ メ ラ の内部 Web ページにア ク セス し （ ［Setup］ -
［System Options］-［Network］-［TCP/IP］）、Services 欄の Axis Internet Dynamic DNS service の［Settings...］     

を ク リ ッ ク し ます。 新し く 開いた ウ ィ ン ド ウ で ［Remove］ ボ タ ン を ク リ ッ ク し て ド メ イ ン名を削除し ます。

［OK］ を ク リ ッ ク し てウ ィ ン ド ウ を閉じ て く ださい。

Axis の Web サイ ト でユーザ登録を行ったこ とが無い場合は、 ［ユーザ登録］ を ク リ ッ ク し て登録を行って く だ さ

い。

イ ン タ ーネ ッ ト 側から ネ ッ ト ワーク カ メ ラ にア ク セスするには、 さ ら にブ ロー ド バン ド ルー タ にポー ト フ ォ

ワーデ ィ ングの設定をする必要があ り ます。 設定について詳し く は、 お使いのブロー ド バン ド ルータのマニ ュ

アルを参照し て く だ さい。 また、 AXIS Internet Dynamic DNS サービス （www.axiscam.net） の FAQ ページをご覧   

く だ さい。
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パスワー ドの設定

製品にア ク セスするには、 まず管理者 （root） 用のパス ワー ド を設定する必要があ り ます。 パス ワー ド の設定

は、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラに初めてア ク セス し た際に表示される設定画面で行 う こ と ができ ます。

注意 ：

• デフ ォル ト の管理者ユーザ （root） は削除する こ とはできません。

• パスワー ド を忘れて し ま っ た場合は、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を工場出荷時の状態に リ セ ッ ト する必要があ り ま
す。 詳し く は、 53 ページ 「工場出荷時の状態に リ セ ッ ト する」 を参照し て く だ さい。

1. ネ ッ ト ワーク カ メ ラの内部 Web ページに初めてア ク セスす

る と、 パス ワード の設定画面が表示されます。

2. ［Password］ フ ィ ール ド にパス ワード を入力し ます。 確認の

ため、 ［Confirm password］ フ ィ ール ド に同じパス ワード を 

入力し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

3. ネ ッ ト ワーク カ メ ラへのロ グオン画面が表示されます。 ユー
ザ名に root と入力し ます。

4. 手順 2 で設定し たパス ワード を入力し て ［OK］ を ク リ ッ ク

し ます。

5. AMC （AXIS Media Control） を イ ン ス ト ールする画面が表  

示された場合は、［はい］ を ク リ ッ ク し て イ ン ス ト ールを行っ
て く だ さ い。 AMC のイ ン ス ト ールを実行するには、 イ ン ス ト ールする コ ン ピ ュータに管理者権限を持つ

ユーザでロ グオン し ている必要があ り ます。

6. ネ ッ ト ワーク カ メ ラの ［Live View］ ページが表示されます。 続いて、 21 ページ 「ネ ッ ト ワーク カ メ ラに 

ア ク セスする」 に進んで く ださ い。

HTTPS 接続を利用し てパスワー ド を設定する

管理者用パス ワード の設定を安全に行 う ために、HTTPS を利用する こ と ができ ます。下記の手順にし たがって、

HTTPS 接続を利用し たパス ワード の設定を行って く ださい。

1. ［Create self-signed certificate］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 自己署名証明書の作成画面が表示されます。 必要な情報を入力し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 証明書の作

成状況を示すウ ィ ン ド ウが表示されます。

3. 証明書の作成が終了し た後は、ブラ ウザの メ ッ セージにし たがって HTTPS 証明書を イ ン ス ト ールし て く だ

さい。

4. Web ブラ ウザを再起動し てから、 HTTPS でネ ッ ト ワーク カ メ ラにア ク セス し ます （https:// ネ ッ ト ワーク

カ メ ラの IP ア ド レ ス またはホス ト 名 / と い う 書式でア ド レ ス を入力し ます）。 こ の時点で、 ネ ッ ト ワーク

カ メ ラ と の ト ラ フ ィ ッ クの暗号化が開始されます。
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5. パス ワー ド の設定画面が表示されます。 ［Password］ フ ィ ール ド にパス ワー ド を入力し ます。 確認のため、

［Confirm Password］ フ ィ ール ド に同じパス ワード を入力し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

6. AMC （AXIS Media Control） を イ ン ス ト ールする画面が表示された場合は、 ［はい］ を ク リ ッ ク し て イ ン  

ス ト ールを行って く ださ い。 AMC のイ ン ス ト ールを実行するには、 イ ン ス ト ールする コ ンピ ュータに管理

者権限を持つユーザでロ グオン し ている必要があ り ます。

7. ネ ッ ト ワーク カ メ ラの ［Live View］ ページが表示されます。 続いて、 21 ページ 「ネ ッ ト ワーク カ メ ラに 

ア ク セスする」 に進んで く ださ い。

注意 ：

• HTTPS （Hypertext Transfer Protocol over SSL） はブ ラウザとサーバ間の ト ラ フ ィ ッ ク を暗号化するためのプ    
ロ ト コルです。 HTTPS 証明書は暗号化された情報の受け渡し を コ ン ト ロールし ます。

AXIS Media Control を イ ンス ト ールする

AMC （AXIS Media Control） は、 Windows の Microsoft Internet Explorer で画像を閲覧するための ActiveX    
コ ンポーネン ト です。 初めてネ ッ ト ワーク カ メ ラの画像にア ク セス し た際に、 自動的にイ ン ス ト ールが行われ
ます。

AMC のイ ン ス ト ールが完了する と、 ［Live View］ ページに AMC ビ ューワ用のツールバーが表示されます。 

AMC ビ ューワのツールバーについて詳し く は、 22 ページ 「AMC のツールバー」 をご覧 く ださい。 AMC の各

種設定は、Windows のコ ン ト ロールパネルに作成される AXIS Media Control ア イ コ ンをダブルク リ ッ ク し て  

行 う こ と ができ ます。 設定可能な項目は、 以下の とお り です。

注意 ：

• AMC のイ ンス ト ールを行う には、 ブ ラウザのセキュ リ テ ィ 設定を一時的に低 く 設定し ておいて く だ さい。

• Windows XP、 Vsita をお使いの場合、 Administrator （管理者） の権限を持つユーザで コ ンピ ュータ にログオン 
し てお く 必要があ り ます。

• Windows XP （SP2）、 Vista をお使いの場合は、 ブ ラウザの指示にし たがっ て ActiveX コ ン ト ロールのイ ンス 
ト ールを許可し て、 AMC を イ ンス ト ールし て く だ さい。

• お使いのコ ンピ ュータ に追加のソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールできない場合は、 Java applet を使用し て画像を 
閲覧する こ とができます。 画像の更新方法は、 ［Setup］ - ［Live View Config］ - ［Layout］ ページの Default  
Viewer 欄の Windows Internet Explorer オプシ ョ ンで設定する こ とができます。

［General］ タ ブ

バージ ョ ン情報を表示し ます。

こ のボ タ ン を ク リ ッ ク し て
HTTPS 証明書を作成し ます。

管理者ユーザ用のパスワー ド を
HTTPS を利用し て設定し ます。

Common name （コモンネーム） と 
Validity（有効期間）を設定し ます。
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［Network］ タ ブ

［Network Connection Timeout］ オプシ ョ ンは、 エラー メ ッ セージが表示される前に AXIS Media Control が    

ネ ッ ト ワーク カ メ ラからの応答をどの く らいの時間待つかを秒で指定し ます。HTTPS や帯域の狭いネ ッ ト ワー

ク を使用する場合は、 この値を長めに設定し て く ださい。

［Reconnection Strategy］ オプシ ョ ンでは、 Axis デバイ ス と の接続中に メ デ ィ ア ス ト リ ームに接続でき な く  

なった と き などに再接続する方法を設定し ます。AMC は自動的にス ト リ ームに再接続を行 う 機能を持っていま

すが、 このオプシ ョ ンを使用する こ と で再接続の方法を 3 つまで指定し て有効 / 無効を切 り 替え る こ と ができ

ます。 有効にする方法にチェ ッ ク を付け、 「Reconnect every XX s during YY min, then...」 の XX に再接続す    

る間隔を秒で、 YY に何分間の間に XX で設定し た回数の再接続を試みるかを分で入力し ます。 ただし、 再接

続の間隔には上記の ［Network Connection Timeout］ で設定し た値よ り も大き な値を設定する こ と はでき ませ  

ん。 こ のオプシ ョ ン を無効にする場合は、 無効にする再接続方法のチェ ッ ク ボ ッ ク スのチェ ッ ク を外し ます。
Reconnection Strategy オプシ ョ ンで行った設定や変更を有効にするには、AMC を再起動する必要があ り ます。

［IP address of multicast Interface］ オプシ ョ ンは、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラからのマルチキ ャ ス ト によ る ス ト リ ー    

ムに接続する ために AMC が使用する イ ン ターフ ェ イ ス （ネ ッ ト ワーク アダプタ） です。現在使用し ているネ ッ

ト ワーク アダプタでマルチキ ャ ス ト によ る ス ト リ ームが取得でき ない場合は、 こ のオプシ ョ ンを適切な設定に
変更し て く ださい。 default が選択されている場合、 Windows はデフ ォル ト のネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェ イ ス

を使用し ます。

［RTSP connection order］ オプシ ョ ンでは、 使用するプロ ト コル と通信方法の組み合わせを選択し た り 、 優先  

順序を設定し ます。AMC は選択された方法の う ち優先順位が高いものから状況に応じ て適切な方法を自動的に

選択し ます。

［Snapshot］ タ ブ

［Snapshot folder］ には、 ［Live View］ ページに表示さ れている ［Snapshot］ ボ タ ン を ク リ ッ ク し た と き に、  

スナッ プシ ョ ッ ト の保存先と なる フ ォルダを指定し ます。デフ ォル ト の保存先は「My Documents¥AXIS Media  
Control - Snapshot」 です。

［Feedback］ ではい く つかのオプシ ョ ンを設定する こ と ができ ます。スナッ プシ ョ ッ ト を撮影し た と きにスナッ

プシ ョ ッ ト の保存先のフ ォ ルダ を自動的に開 く 場合は、 ［Open the snapshot folder in the background］ に    

チェ ッ ク を付けます。 スナッ プシ ョ ッ ト を撮影し た と きに メ ッ セージを表示し て、 保存先のデ ィ レ ク ト リ と保
存された画像のフ ァ イル名を表示する場合は ［Show a message］ にチェ ッ ク を付けます。 また、 エラーが発生  

し た と きにエラー メ ッ セージを表示する場合は ［Show an error message］ にチェ ッ ク を付けます。

［MPEG-4］ タ ブ

MPEG-4 に関連する設定を行います （注 ： ［Video Processing］ の設定変更は、 現在再生中の動画には適用され 

ません。 変更後はブラ ウザの ［更新］ ボタ ンでブラ ウザの再読込を し て く ださい）。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラのビデ
オ ス ト リ ー ム 上のオーバー レ イ テ キ ス ト や日付の表示に問題が発生 し た場合は、 ［Use Advanced Video  
Rendering］ のチェ ッ ク を付けて く だ さ い。 こ のオプシ ョ ンは、 少ないビデオ メ モ リ でデス ク ト ッ プ上に複数

のビデオス ト リ ームを表示する と きにも有効です。

［Enable Overlays］ オプシ ョ ンは AXIS M3011 では使用し ません。

デフ ォル ト で、 AXIS Medial Control は利用し ている コ ンピ ュータが処理可能な限 り のフ レームをデコード し  

ます。ビデオ処理に要する CPU の使用率を下げるには、［Decode only I frames］ または［Decode I & P frames］    

を選択し て く ださ い。 ただし、 これらのオプシ ョ ンを利用する と 動画を再生し た時の品質が落ちます。 フ レー
ムについては、 MPEG-4 の規格を参照し て く ださい。

Playout buffer オプシ ョ ンを利用する と、 ネ ッ ト ワーク速度の遅い環境で円滑にビデオス ト リ ームを流すため 

のバッ フ ァ を増やすこ と ができ ます。 レベルを高 く する と 映像の途切れが少な く な り ますが、 コ ンピ ュータの
メ モ リ 使用量が増えた り 再生に遅延が発生する場合があ り ます。
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ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を利用する コ ンピ ュータに他の MPEG-4 アプ リ ケーシ ョ ン （例 ： XVID、 DIVX5 プレー

ヤー）が既にイ ン ス ト ールされている場合、競合が発生する こ と があ り ます。［Set to default MPEG-4 decoder］    

を ク リ ッ クする と、MPEG-4 コ ンテンツを閲覧する と きにデフ ォル ト でネ ッ ト ワーク カ メ ラの MPEG デコーダ

を使用する よ う 設定する こ と ができ ます （も し も他の MPEG-4 アプ リ ケーシ ョ ンを使用する上で問題が発生し

た場合は、 ［Set to standard priority］ を ク リ ッ クする こ と で元の状態に戻すこ と ができ ます）。

［H.264］ タ ブ

H.264 に関連する設定を行います （注 ： ［Video Processing］ の設定変更は、 現在再生中の動画には適用されま 

せん。 変更後はブラ ウザの ［更新］ ボタ ンでブラ ウザの再読込を し て く ださい）。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラのビデオ
ス ト リ ー ム 上の オーバー レ イ テ キ ス ト や日付の表示に問題が発生 し た場合は、 ［Use Advanced Video  
Rendering］ のチェ ッ ク を付けて く だ さ い。 こ のオプシ ョ ンは、 少ないビデオ メ モ リ でデス ク ト ッ プ上に複数

のビデオス ト リ ームを表示する と きにも有効です。

［Enable Overlays］ オプシ ョ ンは AXIS M3011 では使用し ません。

デフ ォル ト で、 AXIS Medial Control は利用し ている コ ンピ ュータが処理可能な限 り のフ レームをデコード し  

ます。 ビデオ処理に要する CPU の使用率を下げるには、 ［Decode only key frames］ を選択し て く ださい。 た   

だし、 このオプシ ョ ンを利用する と動画を再生し た時の品質が落ちます。 フ レームについては、 MPEG の規格

を参照し て く ださい。

Playout buffer オプシ ョ ンを利用する と、 ネ ッ ト ワーク速度の遅い環境で円滑にビデオス ト リ ームを流すため 

のバッ フ ァ を増やすこ と ができ ます。 レベルを高 く する と 映像の途切れが少な く な り ますが、 コ ンピ ュータの
メ モ リ 使用量が増えた り 再生に遅延が発生する場合があ り ます。

ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を利用する コ ンピ ュータに他の H.264 アプ リ ケーシ ョ ン （例 ： XVID、 DIVX5 プレーヤー）

が既にイ ン ス ト ールされている場合、 競合が発生する こ と があ り ます。 ［Set to default H.264 decoder］ を ク    

リ ッ クする と、 H.264 コ ンテンツを閲覧する と きにデフ ォル ト でネ ッ ト ワーク カ メ ラの MPEG デコーダを使用

する よ う 設定する こ と ができ ます（も し も他の H.264 アプ リ ケーシ ョ ンを使用する上で問題が発生し た場合は、

［Set to standard priority］ を ク リ ッ クする こ と で元の状態に戻すこ と ができ ます）。

［Audio］ タ ブ

AXIS M3011 では使用し ません。

［PTZ］ タ ブ

AXIS M3011 では使用し ません。

［Recording］ タ ブ

［Recording folder］ には、 ［Live View］ ページに表示されている ［Recording］ ボタ ンを ク リ ッ ク し た と きに、  

録画の保存先 と な る フ ォルダを指定し ます。 デフ ォル ト の保存先は 「My Documents¥AXIS Media Control -    
Recordings」 です。

［Feedback］ ではい く つかのオプシ ョ ンを設定する こ と ができ ます。録画が完了し た と きに録画の保存先のフ ォ

ルダを自動的に開 く 場合は、［Open the recording folder in the background］ にチェ ッ ク を付けます。また メ ッ    

セージを表示し て、保存先のデ ィ レ ク ト リ と保存された録画のフ ァ イル名を表示する場合は［Show a message］  

にチェ ッ ク を付けます。エラーが発生し た と きにエラー メ ッ セージを表示する場合は［Show an error message］   

にチェ ッ ク を付けます。

［Limit Recording］ の ［Record Audio (Not available in MJPEG)］ オプシ ョ ンは AXIS M3011 では使用し ませ    

ん。 ［Stop recording after］ で時間 （秒または分）、 またはフ ァ イルサイ ズ （M バイ ト ） を指定する と、 指定し  

た条件を満た し た と きに録画を自動的に停止する こ と ができ ます。
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MPEG-4 デコーダを イ ンス ト ールする

［Live View］ ページの ［Stream profile］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から MPEG-4 を選択し、 AMC ツールバーの  

下にあ る 「Click here to install or upgrade the MPEG-4 Decoder.」 リ ン ク を ク リ ッ ク し て表示されたウ ィ ン ド    

ウで 「I accept the License agreement」 （使用許諾書に同意する） を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し て イ ン ス ト ー    

ルを実行し て く ださい。

H.264 デコーダを イ ンス ト ールする

［Live View］ ページの ［Stream profile］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から H.264 を選択し、 AMC ツールバーの下に  

あ る 「Click here to install or upgrade the H.264 Decoder.」 リ ン ク を ク リ ッ ク し て表示されたウ ィ ン ド ウで 「I    
accept the License agreement」 （使用許諾書に同意する） を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し て イ ン ス ト ールを実   

行し て く ださい。

AXIS Media Control Embedded/MPEG-4/H.264 デコーダをアン イ ンス ト ールする

AMC をアン イ ン ス ト ールする場合は、 ［コ ン ト ロールパネル］ - ［アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］ または ［プ

ロ グ ラ ム の追加 と 削除］ を選択 し、 イ ン ス ト ール さ れてい る プ ロ グ ラ ム の一覧か ら AXIS Media Control  
Embedded を選択し て ［削除］ を ク リ ッ ク し て く ださい。

MPEG-4 デ コ ーダ を ア ン イ ン ス ト ールす る 場合は、 マ イ コ ン ピ ュ ー タ か ら C:¥Program Files¥Axis 
Communications¥Components フ ォルダを開き、 AxMP4Dec.dll を右ク リ ッ ク し て削除し て く ださい。

H.264 デ コ ーダ を ア ン イ ン ス ト ールす る 場合は、 マ イ コ ン ピ ュ ー タ か ら C:¥Program Files¥Axis 
Communications¥Components フ ォルダを開き、 AxH264Dec.dll を右ク リ ッ ク し て削除し て く ださ い。
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ネ ッ ト ワーク カ メ ラにアクセスする

AXIS M3011 は、 一般的なオペレーテ ィ ングシステムおよび Web ブラ ウザで使用する こ と ができ ます。 推奨 

するブラ ウザは、 Windows 版 Internet Explorer 7.x 以降です。 対応する システムについては、 Axis のホーム  

ページを参照し て く ださい。

注意 ：

• Microsoft Internet Explorer で画像を閲覧する場合は、Web ブ ラウザの設定で ActiveX コ ン ト ロールの実行を有効に  

設定し て AMC （AXIS Media Control） を コ ンピ ュータにイ ンス ト ールし て く だ さい。 詳し く は、 17 ページ 「AXIS  
Media Control を イ ンス ト ールする」 を参照し て く だ さい。

• QuickTimeTM を利用し て、 MPEG-4 または H.264 ス ト リー ミ ングビデオを再生する こ とができます。

• お使いのコ ンピ ュータ で追加ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールが制限されている場合は、Java applet を利用し て Motion 
JPEG の画像を閲覧する こ とができます。

• ネ ッ ト ワーク カ メ ラにはMPEG-4 ス ト リームおよび H.264 ビデオス ト リームを閲覧するためのデコーダラ イセンス

が 1 つずつ含まれています。

• デコーダはネ ッ ト ワーク カ メ ラの ［Live View］ ページから イ ンス ト ールする こ とができます。 イ ンス ト ール方法は、 

20 ページ 「MPEG-4 デコーダを イ ンス ト ールする」 または 20 ページ 「H.264 デコーダを イ ンス ト ールする」 を参

照し て く だ さい。［Setup］ - ［Live View Config］ - ［Viewer Settings］ の ［Enable MPEG-4/H.264 decoder installation］      

オプシ ョ ンを無効にする こ とによ ってMPEG-4/H.264デコーダのイ ンス ト ールを実行できないよ う にする こ とがで

き、 ラ イセンス されていないデコーダのイ ンス ト ールを防ぐ こ とができます。

ブラウザからアクセスする

1. Web ブラ ウザを起動し ます。

2. ［ア ド レ ス / 場所］ フ ィ ール ド に、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ ス （またはホス ト 名） を入力し て Enter
キーを押し ます。 
Macintosh （Mac OS X） か ら ネ ッ ト ワーク カ メ ラ にア ク セスする場合は、 Safari ブ ラ ウザを起動し、 メ   

ニューから 「ブ ッ ク マーク」 - 「すべてのブ ッ ク マーク を表示」 を ク リ ッ ク し、 開いたウ ィ ン ド ウの 「コ レ

ク シ ョ ン」 - 「Bonjour」 を選択し て、 リ ス ト から ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を選択し て く ださい。

3. ネ ッ ト ワーク カ メ ラの内部 Web ページに初めてア ク セスする と、 パス ワード の設定画面が表示されます。

16 ページ 「パス ワード の設定」 の手順にし たがってパス ワード を設定し て く ださい。 既にユーザが定義さ

れている場合は、 ユーザ名と パス ワード を入力し て ロ グオン し て く ださい。

4. ［Live View］ ページが表示されます。

注意 ：

ネ ッ ト ワーク カ メ ラの内部 Web ページは、 必要に応じ てカス タ マイズする こ とができます。 よ っ て、 このマニュ

アルに含まれている画像と実際のレ イアウ ト は異なる場合があ り ます。
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画像の調節

レンズ位置の調整

以下の手順にし たがって、 レ ンズの向き を調節し て く ださい。

1. Web ブラ ウザを起動し て、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの ［Live View］ ページを開き ます。

2. ［Live View］ ページを確認し ながら、 レ ンズの向き を調節し ます。

ピン ト の調節

ネ ッ ト ワーク カ メ ラのピン ト は、 工場出荷時には 0.5m ～無限大の間で合 う

よ う に調節されています。0.5m よ り 近い被写体にピン ト を合わせる場合、ま

たは何らかの理由でピン ト がずれて し ま った場合は、 以下の手順でピン ト 合
わせを行って く ださい。

1. マイナス ド ラ イバーを利用し てフ ォーカ ス ロ ッ ク を緩めます。

2. 手動でレンズ部を回し、 ［Live Veiw］ ページの画像を確認し ながら ピン 

ト 合わせを行います。

3. フ ォーカス ロ ッ ク をゆっ く り と締め直し ます。

Live View ページ

［Live View］ ページに表示されるボタ ンの概要について説明し ます。 ［Live View］ ページをカス タマイ ズする  

こ と によ って、 各ボタ ンの表示 / 非表示を切 り 替え る こ と ができ ます。

AMC のツールバー

AMC （AXIS Media Control） ビ ューワのツールバーは、 Windows の Microsoft Internet Explorer でのみ使    

用する こ と ができ ます。 ツールバーには、 以下のよ う なボタ ンが表示されます。

［Stream profile］ ド ロ ッ プダウン リ ス ト を利用し て、 ［Live View］ ページ上に表示される画像の形式を  
一時的に変更する こ とができます。 ［Stream profile］ ド ロ ッ プダウン リ ス ト には、 ［Setup］ - ［Video］ 
- ［Stream Profiles］ ページに登録されているス ト リームプロ フ ァ イルが表示されます。 詳し く は、 33 
ページ 「ス ト リ ームプロ フ ァ イル - Stream Profile」 を参照し て く だ さい。

Trigger ボタ ンは、 Evnet Types の Manual Trigger のためのボタ ンです。 このボタ ンを表示するには、  
［Setup］ - ［Live View Config］ - ［Layout］ ページの Action Buttons 欄で Show manual trigger button      
にチ ェ ッ ク を入れて く だ さい。

Snapshot ボタ ンを ク リ ッ クする と、現在表示されている画像のスナ ッ プシ ョ ッ ト を JPEG 形式で保存
する こ とができます。 画像をお使いのコ ンピ ュータ に保存する場合は、 ボ タ ン を ク リ ッ ク し て表示
されたウ ィ ン ド ウの画像の上で右ク リ ッ ク し てシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し、 ［名前を付けて保
存］ を選択し て く だ さい。 このボタ ンは、 AMC ビ ューワのツールバーが利用できない時に使用し て
く だ さい。 Snapshot ボタ ンを表示するには、 ［Setup］ - ［Live View Config］ - ［Layout］ ページの Show  
snapshot button にチ ェ ッ ク を入れて く だ さい。

Play/Stop ボタ ンは、 ビデオの再生 / 停止を行います。

Snapshot ボタ ンは、 現在表示されている画像のスナ ッ プシ ョ ッ ト を撮影し ます。 スナ ッ プシ ョ ッ ト
に関連する機能や保存先の設定は、 Windows のコ ン ト ロールパネルの中の 「AXIS Media Control」 ア  
イ コ ンをダブルク リ ッ ク し て行っ て く だ さい。 設定方法について詳し く は、 17 ページ 「AXIS Media 
Control を イ ンス ト ールする」 を参照し て く だ さい。

View Full Screen ボタ ンを ク リ ッ クする と、 ビデオ画像をモニ タの全画面で表示し ます。 元の状態に  
戻すには、 キーボー ドの Esc キーを押し て く だ さい。

Start recording ボタ ンを ク リ ッ クする と、 ［Live View］ ページ上に表示されるボタ ンを利用し て手動  
で MPEG-4/H.264 の録画を開始する こ とができます。録画中はブ ラウザのウ ィ ン ド ウを閉じ ないよ う
にし て く だ さい。 録画に関す詳細設定は Windows のコ ン ト ロールパネルの中の 「Axis Media Control」  
で行っ て く だ さい。 詳し く は、 17 ページ 「AXIS Media Control を イ ンス ト ールする」 を参照し て く だ  
さい。

フ ォーカスロ ッ ク
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Setup ページの概要

Basic Setup - 基本設定

初めてネ ッ ト ワーク カ メ ラ を設定する と きに必要な設定へのシ ョ ー ト カ ッ ト が含まれています。

Video

Live View Config

Events

System Options

項目 概要

Users root ユーザ （管理者） のパスワー ド を設定し た り、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラにアクセスでき
るユーザを登録する こ とができます。

TCP/IP IP ア ド レスに関する設定を行 う こ とができます。

Date & Time ネ ッ ト ワーク カ メ ラの日付と時刻を設定する こ とができます。

Video Stream 画像の解像度、 フ レームレー ト 、 MPEG-4/H.264 のビ ッ ト レー ト 、 Motion JPEG のフ レー 
ムサイズなどを設定する こ とができます。

項目 小項目 概要

Video Stream Image 解像度、 圧縮率、 テキス ト オーバーレ イの設定を行う こ とができます。

MPEG-4 & H.264 MPEG-4/H.264 のビ ッ ト レー ト などの設定を行う こ とができます。

MJPEG Motion JPEG の最大フ レームサイズの設定を行 う こ とができます。

Stream Profiles - ス ト リームプロ フ ァ イルの設定を行う こ とができます。

Camera Settings - 色調調整、 ホワイ ト バラ ンス、 露出の調節などの設定を行 う こ とがで
きます。

Overlay Image - 任意の画像 （ロゴなど） を画像に重ねて表示する設定を行 う こ とがで
きます。

Privacy Mask - ビデオ画像上の一部をマス ク （四角） で隠すよ う な設定を行 う こ とが
できます。

項目 概要

Layout 画像を閲覧するビ ューワの設定や、 ツールバーやボタ ンの表示 / 非表示の設定を行 う こ
とができます。

項目 概要

Event Servers イベン ト の宛先と なるサーバを設定する こ とができます。

Event Types 決ま った時間毎に行う動作や、 ト リ ガ入力があった時に行 う動作 （画像を FTP やメ ール
で送信するなど） についての設定を行 う こ とができます。

Camera Tampering イベン ト ト リ ガの一つである Camera Tampering （いたずら警告） の設定を行 う こ とがで 
きます。

Motion Detection ト リ ガ入力の一つであるモーシ ョ ン検知の設定を行 う こ とができます。

項目 小項目 概要

Security Users （基本設定のメ ニューと同じ です）

IP Address Filter IP ア ド レスによる フ ィ ルタ リ ングを設定する こ とができます。

HTTPS HTTPS に関する設定を行 う こ とができます。

Date & Time - （基本設定のメ ニューと同じ です）
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About

製品についての情報を表示し ます。

Network TCP/IP - Basic （基本設定のメ ニューと同じ です）

TCP/IP - Advanced DNS サーバア ド レス、 NTP サーバア ド レスなどを設定する こ とができ
ます。 また、 使用する HTTP ポー ト 番号の指定や、 ネ ッ ト ワーク速度な
ど も設定する こ とができます。

Socks Socks に関する設定を行う こ とができます。

QoS QoS DSCP に関する設定を行う こ とができます。

SMTP （電子メ ール） SMTP サーバア ド レスを設定する こ とができます。 SMTP サーバの設定
は、 IP ア ド レスの変更通知機能で使用し ます。

SNMP SNMP の有効 / 無効、 設定を行 う こ とができます。

UPnP UPnPの有効 /無効、UPnP で使われる名前の設定を行う こ とができます。

RTP / MPEG-4 & H.264 MPEG-4/H.264 の Multicast RTP に関する設定を行う こ とができます。

Bonjour Bonjour の有効 / 無効、 Bonjour で使われる名前の設定を行う こ とがで
きます。

LED - Status イ ンデ ィ ケータの振る舞いについて設定する こ とができます。

Maintenance - ネ ッ ト ワーク カ メ ラの再起動、設定のリ セ ッ ト 、フ ァームウ ェ アのア ッ
プグレー ド を行 う こ とができます。

Support Support Overview ト ラ ブルシューテ ィ ングやサーバレポー ト を見る こ とができます。

System Overview システムの概要を見る こ とができます。

Logs & Report システムログ、 ア クセスログ、 サーバレポー ト 、 パラ メ ータ リ ス ト 、 接
続リ ス ト を表示し た り、 障害レポー ト を作成する こ とができます。 ま
た、 ログに出力される メ ッ セージのレベルを設定する こ とができます。

Advanced Scripting 独自のス ク リ プ ト を作成し てネ ッ ト ワーク カ メ ラのフ ァ イルシステム
に組み込むこ とができます。

File Upload HTML ページや画像など、 ユーザ独自のフ ァ イルをア ッ プ ロー ド し ま
す。

Plain Config カ メ ラのすべてのパラ メ ータ設定の変更を行 う こ とができます。 通常
は、 各設定ページから設定し て く だ さい。

項目 小項目 概要
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ビデオス ト リーム
ビデオス ト リーム

ネ ッ ト ワーク カ メ ラはい く つかの異なる ビデオス ト リ ームのフ ォーマ ッ ト を提供し ます。 使用する フ ォーマ ッ
ト のタ イプは、 お使いのネ ッ ト ワークのプロパテ ィ 、 および要件に応じ て変化し ます。

ネ ッ ト ワーク カ メ ラの ［Live View］ ページを利用し て、 Motion JPEG、 MPEG-4 ス ト リ ーム、 H.264 ス ト リ ー  

ムおよび 1 枚の JPEG 画像にア ク セスする こ と ができ ます。他のアプ リ ケーシ ョ ンやク ラ イ アン ト を利用し て、

［Live View］ ページを経由せずにビデオス ト リ ームに直接ア ク セスする こ と も可能です。

ビデオのス ト リームタ イプ

Motion JPEG

こ のフ ォーマ ッ ト は、 一般的な JPEG の静止画像をビデオス ト リ ームの中で使用し ます。 これらの静止画は、

一旦表示された後に常に動いている よ う に表示する ために、 適切なレー ト で画像を更新し てス ト リ ームを作成
し ます。

Motion JPEG のス ト リ ームは帯域幅を多 く 使用し ますが、 高画質の画像を提供する と同時にス ト リ ームに含ま 

れる個々の画像にア ク セスでき る と い う 利点があ り ます。 AXIS M3011 のラ イブビデオ （Motion JPEG） にア  

ク セスするお勧めの方法は、 Windows の Microsoft Internet Explorer で AMC （AXIS Media Control） を利用    

する ものです。

MPEG-4/H.264

MPEG-4/H.264 は帯域幅に負担をかけずに高画質のビデオス ト リ ームを配信する こ と ができ ます。 使用するプ

ロ ト コル と 通信方法は、 お使いのネ ッ ト ワーク のプロパテ ィ 、 および要件に応じ て変化し ます。 AMC （AXIS
Media Control） で利用可能なオプシ ョ ンは、 以下の通 り です。

AMC はネ ッ ト ワーク カ メ ラ と通信し、上記の ト ラ ン スポー ト プロ ト コルの中から利用可能な ものを自動で決定

し ます。 必要に応じ て、 この順番を変更し た り 、 特定のプロ ト コルを無効に設定する こ と ができ ます。 AMC の

設定について詳し く は、 17 ページ 「AXIS Media Control を イ ン ス ト ールする」 を参照し て く ださい。

重要！

MPEG-4/H.264 はラ イセンス された技術です。 AXIS M3011 には閲覧用ク ラ イアン ト のラ イセンスが 1 つずつ含 

まれています。 2 台以上のコ ンピ ュータ で画像を閲覧する場合は、 追加のラ イセンスが必要と な り ます。 追加ラ

イセンスの購入については、 Axis 製品の販売店にお問い合わせ く だ さい。

Unicast RTP このユニキャ ス ト の方法 （RTP over UDP） は、 画  
像の欠落が発生し た と し て も常に最新のビデオ
ス ト リ ームを配信する こ と に重点を置 く 場合に
適し たオプシ ョ ンです。

ユニキャ ス ト はオンデマン ド ス ト リ ー ミ ングで
使用されます。 ク ラ イ アン ト がス ト リ ームに接
続し て要求を行わない限り、 ネ ッ ト ワーク上に
ト ラ フ ィ ッ クは発生し ません。
注意 ： 同時にアクセス可能なユーザ数は最大 20
です。

RTP over RTSP こ のユ ニ キ ャ ス ト の方法 （RTP tunneled over  
RTSP） は、 フ ァ イアウォールに対し て RTSP ト ラ
フ ィ ッ ク を許可する よ う に設定を行 う のが比較
的容易です。

RTP over RTSP 
over HTTP

このユニキャ ス ト の方法は、 フ ァ イ アウォール
を越えるために使用する こ とができます。通常、
フ ァ イアウォールは HTTP を許可するよ う設定さ
れてお り、 し たがっ て RTP が ト ンネルする こ と
も許可されます。

Multicast RTP このマルチキャ ス ト の方法 （RTP over UDP） は、 画像の欠落が発生し た と し ても常に最新のビデオ  
ス ト リ ームを配信する こ とに重点を置 く 場合に適し たオプシ ョ ンです。
マルチキャ ス ト は、 ス ト リ ームに同時にア ク セスするユーザが多い場合に帯域幅を効率よ く 使用
する方法です。 ただ し、 ネ ッ ト ワーク上のルータ でマルチキャ ス ト のブロー ド キャ ス ト の通過が
許可されていない場合、ルータ を経由し たマルチキャ ス ト による配信を行 う こ とはできません。通
常は限られたネ ッ ト ワークのみで使用できます。

ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 同時に映像にア ク セス し ているすべてのマルチキャ ス ト ユーザを合わせ
て 1 ユーザとみな し ます。
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AXIS M3011 ユーザーズマニュアル
画像の閲覧に使用する ソ フ ト ウ ェ ア

AXIS Media Control （Motion JPEG/MPEG-4/H.264）

ネ ッ ト ワーク カ メ ラのラ イブビデオ （Motion JPEG、 MPEG-4、 または H.264） にア ク セスするお勧めの方法 

は、 Windows の Microsoft Internet Explorer で AMC （AXIS Media Control） を利用する ものです。

AMC は、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラ の画像に初めてア ク セス し た際にイ ン ス ト ールが自動的に行われます。 イ ン ス

ト ール後は、 Windows の コ ン ト ロールパネルに追加 さ れた AMC のア イ コ ン を開 く か、 あ る いは Internet
Explorer 上の画像を右ク リ ッ ク し て メ ニューから 「Settings」 を ク リ ッ クする と各種設定を行 う こ と ができ ま

す。AMC の設定について詳し く は、17 ページ「AXIS Media Control を イ ン ス ト ールする」を参照し て く ださい。

QuickTime™、 Windows Media Player （MPEG-4/H.264）

MPEG-4 および H.264 ス ト リ ームの閲覧には、 QuickTime、 Windows Media Player を使用する こ と もでき ま  

す。 ただし、 これらのソ フ ト を使った場合の動作については、 Axis は一切の動作保証を致し ません。

QuickTime を利用し て MPEG-4 および H.264 ス ト リ ームにア ク セスする場合は、 画像のパス を次のよ う に入

力し て く ださい。

• rtsp://<ip>/axis-media/media.amp?videocodec=<codec>

• rtsp://<ip>/axis-media/media.3gp?videocodec=<codec> （3GPP を使用する場合）

注意 ：

• <ip> には、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レスを入力し て く だ さい。

• <codec> には、h264 または mpeg4 を入力し て く だ さい。 デフ ォル ト のコーデ ッ クは、H.264 に設定されています。

• ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 QuickTime 6.5.1 以上に対応し ています。

• QuickTime を利用する場合の映像配信は、 RTSP によるユニキャス ト のみ対応し ています。

• QuickTime を利用し て正し く ビデオス ト リームの表示ができない場合、 「QuickTime 環境設定」 - 「接続速度」 を

「LAN」 など、高速な設定に変更し てみて く だ さい。 また、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの ［Setup］ - ［Basic Setup］ - ［Users］ 

ページの HTTP/RTSP Password Settings オプシ ョ ンは、 「Unenrypted」 に設定し て く だ さい。

• QuickTime を使用し た場合、 ビデオス ト リームに 4 秒程度の遅延が発生し ます。

Windows Media Player を使用する場合は、 使用目的に応じ て画像のパス を次のよ う に入力し て く ださい。 そ  

の際、AMC および MPEG-4/H.264 デコーダがイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。AMC、MPEG-4/H.264
デコーダのイ ン ス ト ール方法については、 17 ページ 「AXIS Media Control を イ ン ス ト ールする」 を参照し て  

く ださい。

• RTP によ るユニキ ャ ス ト ： axrtpu://<ip>/axis-media/media.amp?videocodec=<codec>

• RTSP によ るユニキ ャ ス ト ： axrtsp://<ip>/axis-media/media.amp?videocodec=<codec>

• HTTP を ト ンネルし た RTSP によ るユニキ ャ ス ト ： 

axrtsphttp://<ip>/axis-media/media.amp?videocodec=<codec>

• マルチキ ャ ス ト ： axrtpm://<ip>/axis-media/media.amp?videocodec=<codec>

注意 ：

• <ip> には、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レスを入力し て く だ さい。

• <codec> には、h264 または mpeg4 を入力し て く だ さい。 デフ ォル ト のコーデ ッ クは、H.264 に設定されています。

その他の方法 （Motion JPEG/ 静止画 JPEG）

ネ ッ ト ワーク カ メ ラの画像には、 以下の方法を利用し てア ク セスする こ と もでき ます。

• ブラ ウザがサーバプ ッ シュに対応し ている場合は、ネ ッ ト ワーク カ メ ラはMotion JPEGビデオの表示にサー 

バプ ッ シュ を使用でき ます。 サーバプ ッ シュは、 HTTP 接続を維持し ながら必要に応じ てデータ送信を行な

います。

• Motion JPEG ビデオの表示に Java applet を使用する こ と もでき ます。

• ブラ ウザに 1 枚の JPEG 画像を表示し ます。 画像のパス を次のよ う に入力し て く ださい。 

例 ： http://<ip>/axis-cgi/jpg/image.cgi?resolution= 画像のサイ ズ （例 ： 320 ｘ 240）
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ビデオス ト リーム
注意 ：

• <ip> には、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レスを入力し て く だ さい。

• サーバプ ッ シュ、 または Java applet を使用する場合、 ［Setup］ - ［Live View Config］ - ［Layout］ ページの Default   
Viewer オプシ ョ ンを変更し て く だ さい。
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AXIS M3011 ユーザーズマニュアル
画像の設定 - Video
こ の 章 で は、 画像 の 設定方法 に つ い て 説明 し ま す。 こ の 章 の 内容 は、 ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ の 管理者
（Administrator） 権限を持つユーザ、 また、 オペレータ （Operator） 権限を持つユーザを対象 と し ています。

ネ ッ ト ワーク カ メ ラ の設定は、 ［Live View］ ページに表示される ［Setup］ リ ン ク を ク リ ッ ク し て行って く だ 

さい。

ビデオス ト リーム - Video Stream

ビデオス ト リ ームの設定項目は、以下のタブに
分かれています。

• Image 

• MPEG-4 & H.264 

• MJPEG

Image タ ブ

画像サイズなどの設定 - Image 
Appearance

表示する画像の大き さや、圧縮率などを設定で
き ます。高い解像度や低い圧縮率を選択する と
画質は向上し ますが、必要と なる帯域幅がよ り
多 く な り ます。

• Resolution - 画像の解像度を設定し ます。

• Compression - 画像の圧縮率を 0 ～ 100 で設定し ます。

ビデオス ト リーム - Video Stream

Maximum frame rate の Limited to オプシ ョ ンを選択する と、画像を閲覧する各ユーザが使用でき る フ レーム   

レー ト （1 ～ 30 フ レーム / 秒） を設定し てネ ッ ト ワーク カ メ ラが使用する帯域を抑え る こ と ができ ます。 フ

レームレー ト を制限し ない場合は、 Unlimited を選択し ます。

テキス ト オーバーレ イ - Text Overlay Settings

オーバーレ イ と し て日付を表示する場合
は Include date、 時刻を表示する場合は 

Include time にチェ ッ ク を付けます。 テ 

キス ト を表示する場合は Include text に 

チェ ッ ク を付け、 右側のフ ィ ール ド に表
示する テキス ト を入力し ます。

日付 と 時刻、 テキ ス ト の位置を変更する
場合は、 Place text/date/time at x of    
image でプルダウ ン メ ニューから位置を

選択し て く ださい。

 
 
 

オーバーレ イテキ

ス ト 、 日付、 時刻
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画像の設定 - Video 

 

プレビ ュー表示 - Preview

画像と オーバーレ イの設定をプレ ビ ュー表示する場合は、［Video format］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から表示に使 

用する ビデオフ ォーマ ッ ト を選択し て ［Open...］ を ク リ ッ ク し ます。 設定が希望通 り に行われている場合は、

プレ ビ ューウ ィ ン ド ウ を ［Close］ で閉じ て ［Image］ タブの ［Save］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し て く ださい。

MPEG-4 & H.264

GOV Settings

GOV は MPEG-4/H.264 ス ト リ ームの構成を表すものです。 Length オプシ ョ ンに高い値を設定する と、 帯域幅

の使用を抑え る こ と ができ ますが、 画質が損なわれる場合があ り ます。 設定でき る値は 1 ～ 61440 です。

Bit Rate Control

Use - 使用する ビ ッ ト レー ト のタ イプを選択し ます。 可変ビ ッ ト レー ト を使用する場合は Variable bit rate、 固   

定ビ ッ ト レー ト を使用する場合は Constant bit rate を選択し ます。

Target bit rate - 固定ビ ッ ト レー ト を使用し ている場合、 目標とする ビ ッ ト レー ト の固定値を設定する こ と が   

でき ます。

Priority - 一般的に、 画像内の変化が増え るにつれてビ ッ ト レー ト も増加し ます。 固定ビ ッ ト レー ト を使用し 

ている場合はビ ッ ト レー ト の変化を抑え るかわ り にフ レーム レー ト や画質に影響を及ぼし ます。 こ のよ う な場
合、 こ のオプシ ョ ン を利用し てビ ッ ト レー ト が増加し た と きに、 何を優先するかを設定する こ と ができ ます。
フ レームレー ト （Frame rate） 、 画質 （Image quality） 、 または優先順位を設定し ない （None） から選択し て  

く ださい。 優先順位を設定し ない場合、 フ レームレー ト と画質に対し て均等に影響が及びます。

注意 ：

画像上にビ ッ ト レー ト を表示する こ とがで きます。 ［Setup］ - ［Video］ - ［Video Stream］ - ［Image］ タ ブ を開 

き、 Text Overlay Settings 欄の ［Include text］ オプシ ョ ンにチ ェ ッ ク を付けて右側のフ ィ ール ド に 「#b」 と入力   

し て く だ さい。 ［Live View］ ページの画像上に、 テキス ト オーバーレ イ と し て現在のビ ッ ト レー ト （Kbps） が表 

示されます。

プレビ ュー表示 - Preview

MPEG-4 & H.264 タブの設定をプレ ビ ュー表示する場合は、 ［Video format］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から表示   

に使用する ビデオフ ォーマ ッ ト を選択し て ［Open...］ を ク リ ッ ク し ます。 設定が希望通 り に行われている場合

は、 プレ ビ ューウ ィ ン ド ウ を ［Close］ で閉じ て ［MPEG-4 & H.264］ タブの ［Save］ を ク リ ッ ク し て設定を保  

存し て く ださい。

MJPEG タ ブ

Motion JPEG で画像を表示し ている際、撮影する被写体によ っては 1 フ レーム当た り の画像サイ ズが突然大き 

く なる場合があ り ます。 Maximum frame size を設定する と、 Motion JPEG ビデオス ト リ ームで使用される帯   

域幅を一定に保つこ と ができ ます。

Frame Size Control

Maximum frame size - Limited to オプシ ョ ンを選択する と、 フ レームの最大サイ ズを設定する こ と ができ ま    

すが、 画像がフ レームの最大サイ ズを超えた場合は画像が粗 く な り ます。 フ レームの最大サイ ズを設定し ない
場合は、 Unlimited を選択し ます。 画像サイ ズが大き く な り 帯域幅に影響を与え る こ と があ り ますが、 一定し

て高画質の画像を配信する こ と ができ ます。

プレビ ュー表示 - Preview

MJPEG タブの設定をプレ ビ ュー表示する場合は、 ［Video format］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から表示に使用する 

ビデオフ ォーマ ッ ト を選択し て ［Open...］ を ク リ ッ ク し ます。 設定が希望通 り に行われている場合は、 プレ

ビ ューウ ィ ン ド ウ を ［Close］ で閉じ て ［MJPEG］ タブの ［Save］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し て く ださい。
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ス ト リームプロ フ ァ イル - Stream Profiles

ス ト リ ームプロ フ ァ イルにはあから じめ 4 つのプロ フ ァ イルが用意されてお り 、 それぞれの特徴を現す名前が

付け られています。 これらのプロ フ ァ イルをカ ス タマイ ズ し た り 、 新しいプロ フ ァ イルを作成する こ と ができ
ます。 Stream Profile List にプロ フ ァ イルを追加する と、 ［Live View］ ページの ［Stream profile］ ド ロ ッ プダ    

ウ ン リ ス ト から追加し たプロ フ ァ イルを選択し て画像の表示形式を変更する こ と ができ ます。

プロ フ ァ イルの作成 - 新しいプロ フ ァ イルを追加する場合は、 ［Add］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てス ト リ ームプロ

フ ァ イルの設定画面を表示し ます。 プロ フ ァ イルの名前 （Profile name） と プロ フ ァ イルの説明 （Description） 

を入力し ます。 ［Video encoding］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト か ら使用するエン コーデ ィ ングを選択し、 各タブで 

画像に関する詳細設定を行って く ださい。

各エン コーデ ィ ングの特徴は、 以下の通 り です。

• Motion JPEG - 高画質のビデオス ト リームを配信し ます。 ス ト リームから個々の画像を抽出し て保存する こ と  
ができます。

• H.264 - MPEG-4 Part 10 と し て も知られるデジ タルビデオ用の新しい圧縮フ ォーマ ッ ト です。 このフ ォーマ ッ    
ト は、 同じ ビ ッ ト レー ト / 帯域幅で Motion JPEG および MPEG-4 よ り も高解像度のビデオを配信する こ とがで 
きます。 また、 Motion JPEG および MPEG-4 よ り も低いビ ッ ト レー ト で同等の画質のビデオを配信し ます。

• MPEG-4 part 2 - デジ タルビデオ用の標準的な圧縮フ ォーマ ッ ト です。

• 新規に追加できるプロ フ ァ イルの数は 15 個です。

プロ フ ァ イルのコ ピー - 既存のス ト リ ームを選択し て ［Copy］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 そのス ト リ ームのコ

ピーを作成する こ と ができ ます。 別の名前を付けて保存し て く ださい。

プロ フ ァ イルの編集 - 既存のス ト リ ームを選択し て ［Modify］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 選択し たス ト リ ーム

の設定内容を変更する こ と ができ ます。

プロ フ ァ イルの削除 - 既存のス ト リ ームを選択し て ［Remove］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 そのス ト リ ームを

削除する こ と ができ ます。

カ メ ラの設定 - Camera Settings

画質の設定 - Image Appearance

• Color level - カ ラーレベルを 0 ～ 100 で設定し ます。 0 にする と白黒で表示されます。

• Brightness - 画像の明る さ を 0 ～ 100 で設定し ます。 高い値を設定する と画像が明る く な り ます。

• Sharpness - 画像のシャープネス を 0 ～ 100 で設定し ます。 高い値を設定する と、 暗い場所では画像に ノ 

イ ズが増え る こ と があ り ます。低い値を設定する と画像の ノ イ ズは減 り ますが、ややぼやけた画像にな り ま
す。

• Contrast - 画像のコ ン ト ラ ス ト を 0 ～ 100 で設定し ます。

• Rotate image - 画像の回転を設定し ます （0 度、 180 度）。

ホワイ ト バラ ンス - White balance

画像内の色が、どのよ う な光の下でも同じ よ う に再現でき る よ う にする ために色の補正を行 う 機能です。デフ ォ
ル ト の設定 （Automatic） では光源を自動的に識別し、 その光源に合 う よ う に色を調節し ます。 また、 ド ロ ッ

プダウ ン リ ス ト から手動で光源のタ イプを選択する こ と ができ ます。

露出の設定 - Exposure Settings

光の状態、 フ レームレー ト 、 および帯域幅などの要件を考慮し ながら、 お使いの環境下に適し た画像を得られ
る よ う 露出の調整を行って く ださい。

• Exposure value - 露出を補正し ます。高い値を設定する と よ り 明る く 画像を補正でき ますが、フ レームレー  

ト に影響が出た り 動きにブレが生じ た り する場合があ り ます。

• Exposure control - このオプシ ョ ンを利用し て、ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を設置し ている環境の光の量 / タ イプ  

に適応させ、 フ リ ッ カーを低減し ます。 このオプシ ョ ンは、 Exposure Priority の設定に影響を及ぼし ます。

• Enable backlight compensation - 逆光補正機能を有効にし ます。
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• Exposure zones - 画像内で露出計算の対象と なる範囲を選択し ます。 通常は Auto のま まで問題あ り ませ  

ん。 Defined [center] オプシ ョ ンを選択し て ［Edit...］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 使用する環境に応じ て定義 

済みの範囲を選択し た り 、 新しい範囲を作成する こ と ができ ます。 定義済みの範囲を選択する と、 対象と な
るエ リ ア と露出の計算に使用される割合が表示されます。こ の値は露出対象と なる範囲の広さ を示すもので
はな く 、露出計算をする際にその範囲内のピ ク セルに対し てどの程度の比重を置 く かを表し ています。露出
計算の対象範囲を新し く 作成する場合は、［Select window setting］ ド ロ ッ プダウ リ ス ト から Custom を選択  

し て く だ さ い。 ［Add include］ を ク リ ッ クする と 露出計算の対象 と する範囲を作成、 ［Add exclude］ を ク  

リ ッ クする と露出計算の対象外とする範囲を作成する こ と ができ ます。複数の範囲を作成する場合は、範囲
を作成する ご と に［Seve selected window］ ボタ ンを押し て作成し た範囲（ウ ィ ン ド ウ） を保存し て く ださい。

• Exposure priority - 画質 と フ レームレー ト のバラ ン ス を調節し ます。 Low noise を選択し た場合、 ネ ッ ト    

ワーク カ メ ラはゲイ ンをでき るだけ低 く し て比較的良好な画像を得られる よ う にし ます （ただし、 フ レーム
レー ト は下が り ます） 。 Motion を選択し た場合、 シ ャ ッ タース ピード をでき るだけ短 く し てフ レームレー

ト を優先する よ う にし ます （ただし、 画質は下が り ます）。 Shutter、 Gain 欄では、 シャ ッ タース ピード、 ゲ

イ ンの下限と上限の値を設定でき ます。ネ ッ ト ワーク カ メ ラは状況に応じ て指定し た範囲内でシャ ッ タース
ピードやゲイ ンを変化させます。

プレビ ュー表示 - View Image Settings

［View］ ボ タ ン を ク リ ッ クする と、 調整し た結果を別のウ ィ ン ド ウで表示し ます。 ［View］ を ク リ ッ クする前

に、 ［Save］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し て く ださい。

オーバーレ イ画像 - Overlay Image

以下の手順にし たがって、 オーバーレ イ と し て使用する画像をネ ッ ト ワーク カ メ ラにア ッ プロード し て く ださ
い。

1. ネ ッ ト ワーク カ メ ラにフ ァ イル （ロ ゴ、 画像など） をア ッ プロード し ます。 Upload own image オプシ ョ   

ンの右側にあ る ［参照］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 コ ンピ ュータ またはサーバ上に保存されている フ ァ イルを
選択し ます。

2. ［Upload］ を ク リ ッ ク し ます。

3. 透明化 （Transparency） の設定を行います。 画像の一部を透明化でき ます。

• Windows 24 ビ ッ ト BMP の場合、 Use Transparency にチ ェ ッ ク を入れ、 Transparent color の欄に透明化し たい色   
を 16 進で記入し ます （例 ： 白を透明化する場合、 FFFFFF）。

• Windows 4 ビ ッ ト BMP の場合、 表示された 16 色でそれぞれ Opaque （透明な し）、 Semi-Transparent （半透明）、 
Transparent （透明） を選択し て く だ さい。

4. ［Save］ を ク リ ッ ク し ます。

5. ア ッ プロード し た画像が、 Use overlay image ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト に表示されますので、 使用する画像  

を選択し ます。

6. Include overlay image at the coordinates にチェ ッ ク を付けます。 X と Y に画像の左上の角を示す座標    

を設定し て画像の表示位置を指定する こ と ができ ます。

7. ［Save］ を ク リ ッ ク し て保存し ます。

オーバーレ イ画像の要件 ：

オーバーレ イ画像の制限 ：

プレビ ュー表示 - View Image Settings

［View］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 オーバーレ イ画像を調整し た結果を別のウ ィ ン ド ウで表示し ます。 ［View］

を ク リ ッ クする前に、 ［Save］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し て く ださい。

画像フ ォーマ ッ ト 画像サイズ

• Windows 24 ビ ッ ト BMP （フルカ ラー）

• Windows 4 ビ ッ ト BMP （16 色）

画像の解像度と同じかそれ以下のサイズで、 画像の高さ
と幅は 4 で割り切れる値である必要があ り ます。

AXIS M3011 が対応し ているオーバーレ イ画像の最大サイズは、 640×480 です。
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プラ イバシーマスク - Privacy mask

ビデオ画像上の一部をマス ク （四角） で隠すこ と ができ ます。 最大 3 つのプラ イバシーマス ク を作成する こ と

ができ ます。

Privacy Mask List

AXIS M3011 に現在登録されているプラ イバシーマス ク の一覧が表示されます。

Add/Edit Mask

以下の手順にし たがって、 新しいプラ イバシーマス ク を作成し て く ださい。

1. ［Add］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 画像上に長方形のマス ク が表示されますので、 ド ラ ッ グ し て隠し たい位置に移動し ます。

3. マス ク の枠、 または右下の角を ド ラ ッ ク し てマス ク のサイ ズを調節し ます。

4. ［Privacy mask color］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 マス ク に使用する色を選択し ます。

5. ［Mask name］ にマス ク の名前 （半角英数字） を入力し ます。

6. ［Save］ を ク リ ッ ク し ます。

作成し たマス ク を編集する場合は、 まず Privacy Masks List から マス ク名を ク リ ッ ク し て選択し ます。 サイ ズ  

の変更、 位置の移動、 色の変更などを行って ［Save］ を ク リ ッ ク し て く ださい。

［Enable/disable］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てプラ イバシーマス クの有効 / 無効を切 り 替え る こ と ができ ます。
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Live View レ イアウ ト 設定 - Live View Config

レ イアウ ト - Layout

ス ト リームプロ フ ァ イル - Stream Profile

［Stream profile］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 ［Live View］ ページを開いた と きに最初に使用する ス ト リ ーム  

プ ロ フ ァ イ ルを選択 し て く だ さ い。 ド ロ ッ プダ ウ ン リ ス ト には、 デフ ォ ル ト のプ ロ フ ァ イ ル と ［Video］ -
［Stream Profiles］ で作成し たプロ フ ァ イルが表示されます。 また、 Show stream profile selection にチェ ッ    

ク を付ける と、［Live View］ ページにビデオフ ォーマ ッ ト を選択する ためのプルダウ ン メ ニューを表示し ます。

デフ ォル ト ビ ューワ - Default Viewer

ド ロ ッ プダ ウ ン リ ス ト か らお使いのブ ラ ウザで使用するデフ ォル ト のビ ューワ を選択し て く だ さ い。 ネ ッ ト
ワーク カ メ ラは、 選択されたビデオフ ォーマ ッ ト と ビ ューワの設定にし たがって画像を表示し ます。

ブ ラウザ ビ ューワ 説明

Windows 
Internet Explorer

AMC Windows の Internet Explorer でお勧めの方法です （MPEG-4/H.264/Motion JPEG）。

QuickTime MPEG-4/H.264 （ユニキャ ス ト ） のみ閲覧可能です。

Java applet AMC よ り も動作が遅 く な り ますが、AMC を イ ンス ト ールせずに使用できます（Motion
JPEG）。 ただ し、 以下のいずれかのソ フ ト ウ ェ アがコ ンピ ュータにイ ンス ト ールされ
ている必要があ り ます。
• JVM （J2SE） 1.4.2 以降

• JRE （J2SE） 5.0 以降

Still image 静止画像を表示し ます。 最新の画像を表示するには、 ブ ラウザでページの更新を行
う必要があ り ます。

Other Browsers

Server push Internet Explorer 以外のブ ラウザでお勧めの方法です （Motion JPEG）。

QuickTime MPEG-4/H.264 （ユニキャ ス ト ） のみ閲覧可能です。

Java applet Server push よ り も動作が遅 く な り ます （Motion JPEG）。

Still image 静止画像を表示し ます。 最新の画像を表示するには、 ブ ラウザでページの更新を行
う必要があ り ます。
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ビ ューワの設定 - Viewer Settings

Show viewer toolbar にチェ ッ ク を付ける と、 ブラ ウザのビデオ画像の下にツールバーを表示し ます。

Enable MPEG-4 decoder installation にチェ ッ ク を付ける と、 AMC に含まれる MPEG-4 デコーダのイ ン ス   

ト ールを許可し ます。 ラ イセン ス されていないデコーダのイ ン ス ト ールを防ぐため、 このオプシ ョ ンのチェ ッ
ク を外し て イ ン ス ト ールを実行でき ないよ う にする こ と ができ ます。 MPEG-4 デコーダの追加ラ イセン スにつ

いては、 Axis 製品の販売店にお問い合わせ く ださい。

Enable H.264 decoder installation にチェ ッ ク を付ける と、 AMC に含まれる H.264 デコーダのイ ン ス ト ール   

を許可し ます。 ラ イセン ス されていないデコーダのイ ン ス ト ールを防ぐため、 こ のオプシ ョ ンのチェ ッ ク を外
し て イ ン ス ト ールを実行でき ないよ う にする こ と ができ ます。 H.264 デコーダの追加ラ イ セン スについては、

Axis 製品の販売店にお問い合わせ く ださい。

Enable recording button にチェ ッ ク を付ける と、 AMC （AXIS Media Control） のツールバーに録画ボタ ンが    

表示されます。 ボタ ンを押す と MPEG-4/H.264 形式でお使いのコ ンピ ュータに録画でき ます （MPEG-4/H.264
利用時のみ）。

Action ボタ ン - Action Buttons

Show manual trigger button にチェ ッ ク を入れる と、 ［Live View］ ページ上から手動でイベン ト を開始し た    

り 停止し た り する こ と ができ ます。 詳し く は、 35 ページ 「イベン ト の設定 - Events」 を参照し て く ださい。

Show snapshot button にチェ ッ ク を入れる と、 ［Live View］ ページ右上にスナッ プシ ョ ッ ト ボタ ンが表示さ   

れます。 スナッ プシ ョ ッ ト ボタ ンを押すと その時の JPEG の静止画が表示され、 フ ァ イル と し て保存する こ と

ができ ます。 このスナッ プシ ョ ッ ト ボタ ンは、 Internet Explorer 以外のブラ ウザを使用し ている場合、 または 

Internet Explorer で ActiveX 以外の方法で画像の更新を行っ てい る 場合にお使いいただけ ます。 Internet 
Explorer で ActiveX を使用し ている場合は、 AMC （AXIS Media Control） ツールバーに含まれている スナッ  

プシ ョ ッ ト ボタ ンを使用する よ う にし て く ださい。

ユーザ定義のリ ン ク - User-defined Links

分か り やすい名前を入力し、 URL をフ ィ ール ド に入力し て

く ださい。

例 ：

1. Show Custom Link 1 をチェ ッ ク し ます。

2. My Website のよ う な分か り やすい名前を入力し ます。

3. ラ ジオ ボタ ンの web link をチェ ッ ク し ます。

4. リ ン クへの URL （例 ： http://www.example.com） を入

力し ます。

5. ［Save］ を ク リ ッ ク し て保存し ます。

この リ ン クは ［Live View］ ページに表示され、 ク リ ッ クす 

る と指定し た Web サイ ト を開き ます。

ユーザ定義の CGI リ ン クは、 HTTP API を利用し て高度な 

コマン ド を発行する ために使用し ます。 詳し く は、 Axis の

Web サイ ト のデベロ ッパーページを参照し て く ださい。

ユーザ定義のリ ン ク
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イベン ト の設定 - Events
この章では、AXIS M3011 のア ラームおよびイベン ト の設定方法について説明し ます。ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 

設定し た イベン ト が実行された と きに、 指定し た動作を行 う よ う 設定する こ と ができ ます。

注意 ：

AXIS M3011 がイベン ト 設定で送信する画像は、JPEG の静止画像のみと な り ます。MPEG-4/H.264 ス ト リー ミ ン 

グは送信できません。

イベン ト サーバ - Event Servers

Event Servers は画像フ ァ イルをア ッ プロード し た り 、 E-mail によ る通知を受信する ために使用し ます。 ネ ッ ト  

ワーク カ メ ラでイベン ト 用のサーバを設定するには、 ［Setup］ - ［Evnets］ - ［Event Servers］ を開き、 使用す 

るサーバの種類に応じ て必要な情報を入力し て く ださい。

注意 ：

Event Server への接続が失敗する と、 プ リ ト リ ガおよびポス ト ト リ ガバッ フ ァ に一時保存された画像データは失 

われます。

設定が完了し た ら、 ［Test］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て接続をテス ト する こ と ができ ます （接続テス ト の所要時間は

約 10 秒です）。 FTP での接続テス ト は、 .test.[ 任意の文字列 ] と い う よ う なフ ァ イルを 1 つ書き込みます。

イベン ト の送信先が E-mail の場合は、 ［System Options］ - ［Network］ - ［SMTP (email)］ で メ ールサーバの  

設定を行って く ださい。

Event Servers FTP サーバなど、 イベン ト の受信先を設定するページです。

Event type ネ ッ ト ワーク カ メ ラがいつどのよ う にイベン ト を実行するかを設定するページです。

Triggered Event モーシ ョ ン検知やいたずら警告を ト リ ガ と し てイベン ト を開始し ます。

Scheduled Event あから じめ定義し た時間にイベン ト を実行し ます。

Action イベン ト が ト リ ガ された時に行う動作です。 た と えば、 FTP サーバに画像をア ッ プロー ド
し た り、 電子メ ールで通知を行った り し ます。

追加する 

サーバの種類
用途 設定項目

Add FTP FTP で画像を送信する
と きの送信先を指定し
ます。

• Name - この設定の設定名 （任意、 半角英数のみ）

• Network address - ネ ッ ト ワーク ア ド レス （IP ア ド レスまたはホス ト 名）

• Upload path - ア ッ プロー ドパス （例 ： images/）
• Port number - ポー ト 番号 （通常は 21 です）

• User name - FTP サーバのログオンで使用するユーザ名

• Password - FTP サーバのログオンで使用するパスワー ド

• Use passive mode- FTP サーバへ PASV モー ド でログイ ンする必要がある   

場合にチ ェ ッ ク を付けて く だ さい。 （デフ ォル ト はオフ）

• Use temporary file - FTP サーバへフ ァ イルを書き込みする と き、一時フ ァ    

イルと し て書き込み rename する場合にチ ェ ッ ク を付けて く だ さい。（デ

フ ォル ト はオフ）

Add HTTP HTTP で通知 メ ッ セー
ジを送信し た り、 画像
を送信する と きの送信
先を指定し ます。

• Name - この設定の設定名 （任意、 半角英数のみ）

• URL - HTTP サーバの URL （IP ア ド レスまたはホス ト 名）

• User name - HTTP サーバへのア クセスで使用するユーザ名

• Password - HTTP サーバへのア クセスで使用するパスワー ド

• Proxy address - プロキシア ド レス （必要な場合のみ）

• Proxy port - プロキシポー ト （必要な場合のみ）

• Proxy user name - プロキシユーザ名 （必要な場合のみ）

• Proxy password - プロキシパスワー ド （必要な場合のみ）

Add TCP TCP で通知メ ッ セージ
を送信する と きの送信
先を指定し ます。

• Name - この設定の設定名 （半角英数のみ）

• Network address - ネ ッ ト ワーク ア ド レス （IP ア ド レスまたはホス ト 名）

• Port - ポー ト 番号 （例 ： 80）
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ネ ッ ト ワーク ア ド レ ス、 HTTP サーバの URL にホス ト 名 （example.com など） を入力し た場合は、 ［System
Options］ - ［Network］ - ［Advanced］ で DNS サーバの設定を行って く ださい。

イベン ト を受信する サーバがネ ッ ト ワー ク カ メ ラ と は別のネ ッ ト ワー ク にあ る場合は、 ［System Options］ - 
［Network］ でサブネ ッ ト マス ク、デフ ォル ト ルータ をお使いのネ ッ ト ワーク環境に合わせて設定し て く ださい。

イベン ト タ イプ - Event Types

Event Types は、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラがいつ、 どのよ う にイベン ト を実行するかを設定し たパラ メ ータセ ッ ト  

です。

例 ：

ネ ッ ト ワーク カ メ ラの前を人が通過し た と きにモーシ ョ ン検知を行う よ う 設定し、 モーシ ョ ン検知が行われた と きの画像を

FTP サーバに保存し た り、 定義済みのメ ールア ド レスに画像を添付し て送信する イベン ト を設定する こ とができます。

注意 ：

• AXIS M3011 は最大 10 個のイベン ト を設定する こ とができます。ただ し、作成し たイベン ト の中で画像をア ッ 
プロー ド するよ う設定でき る イベン ト は、 3 個までです。

• イベン ト の追加や変更、 修正を行 う と、 すべてのイベン ト がリ ス ター ト し ます。

ト リ ガイベン ト - Triggered Event

Triggered Event は、 以下の条件を ト リ ガ とする こ と ができ ます。

• Manual trigger - ［Live View］ ページの Trigger ボタ ンをオンにし た と き。 

Manual trigger ボタ ンを表示するには、［Setup］ - ［Live View Config］ - ［Layout］ で Show manual trigger    
button にチェ ッ ク を付けて く ださい。

• Motion detection - モーシ ョ ン検知ウ ィ ン ド ウで検知された と き。

• starts - モーシ ョ ン検知ウイ ン ド ウ内で動きがあった と き。

• stop - モーシ ョ ン検知ウイ ン ド ウ内で動きが止ま った と き。

• starts-stops - モーシ ョ ン検知ウイ ン ド ウで動きが検知された時か、 止ま った と き。

• On boot - 電源を入れ直し た と き など、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラが再起動し た と き。

• Camera Tampering - カ メ ラが移動させられた り 、 レ ンズが何かで覆われた り し た と き。

Triggered Event が動作し た と きに実行でき る動作は以下の とお り です。

• Save stream - JPEG 画像を FTP/HTTP/Mail で送信し ます。

• Send email notification - イベン ト が ト リ ガ された こ と を メ ールで通知し ます。

• Send HTTP notification to - イベン ト が ト リ ガ された こ と を HTTP で通知し ます。

• Send TCP notification to - イベン ト が ト リ ガ された こ と を TCP で通知し ます。
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Triggered Event の設定方法

以下の例では、 ド アが開いた と きに画像をア ッ プロードする方法について説明し ます。

1. ［Event Types］ ページを開き、 ［Add triggered...］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. Name フ ィ ール ド に、 イベン ト の名前を半角英数字で入力し ます （例 ： Door）。

3. Priority を、 High、 Normal、 または Low から選択し ます。 通常は Normal で構いません。 High を選択し

た場合、 Web サーバ と し ての機能を含め、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラのどのサービ ス よ り も優先し て イベン ト が

動作し ます。 Low はその逆です。

4. Set min time interval between triggers では、イベン ト タ イプで設定し た イベン ト が再度 ト リ ガを実行す    

る までに待機する時間を設定する こ と ができ ます。 設定可能な時間は、 00:00:01 （1 秒） ～ 23 ： 59 ： 59
（23 時間 59 分 59 秒） までです。 最初のイベン ト が実行される と同時に設定し た待機時間のカ ウ ン ト が開

始されます。 待機時間を設定し た く ない場合は、 00:00:00 と し て く ださい。

5. Respond to Trigger... パラ メ ータ を利用し て、 いつイベン ト を動作させるかを設定し ます。

• Always - 曜日や時刻に関係な く 常にイベン ト を動作させたい場合にチ ェ ッ ク し ます。

• Only during time frame - 指定し た曜日や時刻の間だけイベン ト を動作させたい場合に指定し ます。 

Start Time ： 開始時間。 

Duration Time ： 継続時間。 開始時間から どの位の時間イベン ト 動作を有効にするかを指定し て く だ さい。

6. Triggered by... ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から どのよ う にし て イベン ト を ト リ ガするかを選択し ます（例：モー 

シ ョ ン検知を利用し て ト リ ガする場合は、 Motion detection を選択）。

7. When Triggered... パラ メ ータ を利用し て、 イベン ト が ト リ ガ された と きに行 う 動作を設定し ます （例 ： 

FTP サーバに画像をア ッ プロードする場合は FTP を選択。 FTP サーバはあ らかじめ Evnet Servers ページ 

で設定し ておき ます。 Event Servers については、 35 ページを参照し て く ださい）。

8. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。 Event Types List に作成し た イベン ト が表示されます。

プ リ ト リ ガバッ フ ァ とポス ト ト リ ガバッ フ ァ - Save stream

この機能は、 ト リ ガの直前と直後、 た と えばド アが開 く 30 秒前と ド アが開いた後などの状況を確認するのに

便利です。 ［Event Types］ - ［Add Triggered...］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 When Triggered ... の Save stream    
チェ ッ ク ボ ッ ク スのチェ ッ ク を付ける と、 設定可能なオプシ ョ ンが表示されます。 ア ッ プロード される画像は
すべて JPEG 形式の画像にな り ます。

Image frequency - フ レームレー ト の希望値を設定し ます。

Include pre-trigger buffer - ト リ ガが発生する直前の画像をネ ッ ト ワーク カ メ ラの内部に保存し ます。 プ リ ト    

リ ガバッ フ ァ を使用する場合は、 チェ ッ ク ボ ッ ク スのチェ ッ ク を付けて録画する時間 （秒、 分、 時間） を指定
し ます。

Include post-trigger buffer - ト リ ガが発生し た直後の画像を保存し ます。 ポス ト ト リ ガバッ フ ァ を使用する   

場合は、 チェ ッ ク ボ ッ ク スのチェ ッ ク を付けて録画する時間 （秒、 分、 時間） を指定し ます。

注意 ：

• Event Servers で設定し たサーバとの接続に失敗する と、 プ リ ト リ ガバッ フ ァおよびポス ト ト リ ガバッ フ ァの 
データは失われます。

• プ リ / ポス ト ト リ ガバッ フ ァの最大記録時間は、 選択し た画像の解像度およびフ レームレー ト によ っ て異な り
ます。

• プ リ / ポス ト ト リ ガバッ フ ァのサイズがネ ッ ト ワーク カ メ ラの内部バッ フ ァ に対し て大きすぎる場合、 フ レー
ムレー ト の低下が生じ てフ レーム数が欠ける こ とがあ り ます。 このよ う な こ とが発生し た場合は、 ネ ッ ト ワー
ク カ メ ラのログフ ァ イルにログが残り ます。
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Continue image upload (unbuffered) - プ リ / ポス ト バッ フ ァ を使わずに、 イベン ト ト リ ガが実行されて    

いる間だけ画像のア ッ プロード を一定の時間行います。 ア ッ プロードする時間を秒、 分、 時間で指定する
（Upload for） か、 ト リ ガがア ク テ ィ ブの状態であ る限 り ア ッ プ ロー ド を行 う （Upload as long as the    
trigger is active） か、 いずれかのオプシ ョ ン を選択し ます。 最後に、 使用する フ レーム レー ト を選択し  

ます。 最大 （Maximum possible）、 または使用する フ レームレー ト を指定し て く ださい。 ネ ッ ト ワーク カ 

メ ラ をお使いの環境で可能な限 り のフ レーム レー ト を得る こ と ができ ますが、 実際の値は指定し た値 と は異な
る場合があ り ます。

画像の保存方法と フ ァ イル名

Select type - 画像のア ッ プロード方法を選択し ます。

Create folder - 画像のア ッ プロード方法 （Select type） で FTP または HTTP を選択し た場合、 イベン ト ご と に   

異なる フ ォルダを作成し て画像をア ッ プロードする こ と ができ ます。使用する フ ォルダ名を入力し て く ださい。
フ ォルダ名にはオプシ ョ ンパラ メ ータ を使用する こ と も でき ます。 オプシ ョ ンパラ メ ータについて詳し く は、
ネ ッ ト ワーク カ メ ラのヘルプページ （英語） をご覧 く ださい。

Base File Name - フ ァ イル名を指定し ます。

• Add date/time suffix - Base File Name に、 日付と時刻を付加し ます。

• Add sequence number suffix - Base File Name に、 連番を付加し ます。

• Add sequence number suffix up to xxx and then start over - Base File Name に、 指定し た番号までの連番を付加    

し ます。

• Overwrite/Use own file format - Base file name で指定し た名前で常に上書きで送信、 または指定し たオプシ ョ     

ンパラ メ ータ に従っ て フ ァ イルに名前を付けて送信し ます。 オプシ ョ ンパラ メ ータについて詳し く は、 ネ ッ
ト ワーク カ メ ラのヘルプページ （英語） をご覧 く だ さい。

Use stream profile - 画像の保存、 送信時に使用する ス ト リ ームプロ フ ァ イルを選択し ます。 選択でき るプロ   

フ ァ イルは、 Video encoding を 「Motion JPEG」 にし た もののみです。 プロ フ ァ イルで設定し た解像度、 圧縮  

率などが反映されます。 送信される画像は JPEG の静止画のみにな り ます。

スケジュールイベン ト - Scheduled Event

Scheduled Event は、 あ らかじめ定義し た時間、 曜日に繰 り 返し行 う イベン ト を設定する こ と ができ ます。 指 

定でき る動作は以下の とお り です。

• Save stream - JPEG 画像を FTP/HTTP/Mail で送信し ます。

• Send email notification - イベン ト が ト リ ガ された こ と を メ ールで通知し ます。

• Send HTTP notification to - イベン ト が ト リ ガ された こ と を HTTP で通知し ます。

• Send TCP notification to - イベン ト が ト リ ガ された こ と を TCP で通知し ます。

Scheduled Event の設定方法

以下の例では、 指定し た時間に電子 メ ールに画像を添付し て送信する方法について説明し ます。

1. ［Event types］ ページを開き、 ［Add scheduled...］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. Name フ ィ ール ド に、 イベン ト の名前を半角英数字で入力し ます （例 ： Mail）。

3. Priority を、 High、 Normal、 または Low から選択し ます。 通常は Normal で構いません。 High を選択し

た場合、 Web サーバ と し ての機能を含め、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラのどのサービ ス よ り も優先し て イベン ト が

動作し ます。 Low はその逆です。

4. Activation Time パラ メ ータ を利用し て、 いつイベン ト を動作させるかを設定し ます （例 ： 金曜 （Fri） の 

午後 6 時に開始 （Start time ： 18:00） し て 62 時間 （Duration ： 62:00） 動作させる）。
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5. When Activated... パラ メ ータ を利用し て、 イベン ト が ト リ ガ された と きに行 う 動作を設定し ます （例 ： 電 

子 メ ールで画像を送信する場合は Email を選択し、 メ ールア ド レ スなど を入力し ます。 メ ールサーバはあ

らかじめ ［System Options］ - ［Network］ - ［SMTP (email)］ ページで設定を し ておき ます。 FTP サーバに  

画像を送信する場合は、FTP を選択し て送信先の FTP サーバを選択し ます。FTP サーバはあ らかじめ Event
Servers ページで設定を し ておき ます。 Event Servers については 35 ページを参照し て く ださい。 画像の 

フ ァ イル名については、 38 ページ 「画像の保存方法と フ ァ イル名」 を参照し て く ださい）。

6. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。 Event Types List に作成し た イベン ト が表示されます。

いたずら警告 - Camera tampering

いたずら警告機能を利用する と、 カ メ ラが動か された り 、 レ ンズに布をかけ られた り 、 スプレーを吹き付け ら
れた り 、 ピン ト が大幅にずれた り し た時にア ラームを生成する こ と ができ ます。 ア ラームを生成するには、 イ
ベン ト を作成し て ト リ ガの条件から 「Camera Tampering」 を選択する よ う にし て く ださい。詳し く は、36 ペー 

ジ 「 ト リ ガイベン ト - Triggered Event」 を参照し て く ださい。

Settings

Minimum duration - ア ラームを発生させる までの時間を設定し ます。 いたずらに相当する行為が行われた場  

合で も、 こ こ で設定し た時間が経過する まではア ラームは生成されません。 監視する場所の状況に応じ て適切
な値を設定する こ と で、 不必要なア ラームの生成を抑え る こ と ができ ます。

Alarm for dark images - カ メ ラのレ ンズにスプレーを吹き付け られた り し て画像に何も写ら な く なって し ま    

う 場合 と、 光の状態が変化し て し て画像に何も写ら な く なって し ま う 時の違いを判別するのは困難です。 こ の
オプシ ョ ンにチェ ッ ク を付け る と、 どのよ う な状況であって も画像が暗 く なって何も写ら な く なって し ま った
時にア ラームを生成し ます。

注意 ：

Camera Tampering は、 画像の変化のみで判定を し ています。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの物理的な破壊や分解に対し 

ては反応し ません。
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モーシ ョ ン検知 - Motion Detection

モーシ ョ ン検知機能は、 画像内に変化が起こ った時 （または停止し た時） にア ラームを生成するのに使用する
こ と ができ ます。 AXIS M3011 は、 最大 10 個のモーシ ョ ン検知ウ ィ ン ド ウ を作成する こ と ができ ます。

• Included Windows - 画像内で特定し た範囲を選択し て検知の対象と し ます。

• Excluded Windows - 検知の対象外とする場所がある場合に指定し ます。

設定が完了する と、作成し たウ ィ ン ド ウが［Triggered Event Type Setup］の Triggered by... の In windows    
リ ス ト に表示されます。 詳し く は、 36 ページ 「 ト リ ガイベン ト - Triggered Event」 を参照し て く ださい。

注意 ：

• モーシ ョ ン検知を使用する と、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラ全体のパフ ォーマンスがやや下がり ます。

• モーシ ョ ン検知機能は、 影やラ ンプの明かり などを誤っ て検出する場合があ り ます。

モーシ ョ ン検知の設定方法

1. ［Evnets］ - ［Motion Detection］ を ク リ ッ ク し ます。

2. Configure Included Windows ラ ジオボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. ［New］ を ク リ ッ ク し ます。

4. Window name フ ィ ール ド に分か り やすい名前を入力し ます。

5. ウ ィ ン ド ウの右下を ド ラ ッ グ し て ウ ィ ン ド ウサイ ズを調整し ます。 また、 ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ル （ウ ィ ン
ド ウ名の部分） を ド ラ ッ グ し てウ ィ ン ド ウの位置を調整し ます。

6. Object size、 History、 および Sensitivity プロ フ ァ イルス ラ イ ダー （詳細は下表を参照） を調整し ます。 ア 

ク テ ィ ブなウ ィ ン ド ウ （赤枠で表示されている ウ ィ ン ド ウ） 内で変化が検知される と、 Activity ウ ィ ン ド

ウに折れ線グ ラ フのよ う にその状態が表示されます。

7. ［Save］ を ク リ ッ ク し て保存し て く ださい。

Included Window 内で検知の対象外と し たい部分がある場合は、 Configure Excluded Windows ボ   
タ ンを ク リ ッ ク し て上記 1 ～ 7 の手順でウ ィ ン ド ウを作成し、 位置を調整し て く だ さい。

パラ メ ータ Object Size History Sensitivity

説明 ウ ィ ン ド ウ の大 き さ に 対 し
て、 どの程度の変化を検知す
るかを設定し ます。

検出時間を設定し ます。 明る さ の違いによ る感度を設定 し ま
す。
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イベン ト の設定 - Events 
注意 ：

• ネ ッ ト ワーク カ メ ラの画像を回転または反転させて表示し た場合、モーシ ョ ン検知ウ ィ ン ド ウは元の画像位置
のまま表示されますが、 検知ウ ィ ン ド ウは被写体に対し て指定し た場所通り に動作し ます。

• モーシ ョ ン検知ウ ィ ン ド ウの縦と横のサイズは、仕様上 8 ピ クセルで割り切れるサイズに自動的に調整されま
す。

• モーシ ョ ン検知ウ ィ ン ド ウを作成する場合は、大きなウ ィ ン ド ウを 1 つ作成するよ り も、小さ なウ ィ ン ド ウを
複数作成し て動き を検出するよ う にし て く だ さい。

高レベル(100) Activity ウ ィ ン ド ウの黒いラ イ
ン （検知ラ イ ン） が上に上が
り、 画面内の大き な変化で検
知するよ う にな り ます。

1 回の動きに対し て比較的長
い時間、 動きがあ っ た こ と を
検知し続けます。

光に対する反応が敏感にな り ます。普
通の背景で色のある ものが検知対象
と な り ます。

中レベル (50) - - ある程度大き な輝度の違いが検知に
必要にな り ます。

低レベル (0) Activity ウ ィ ン ド ウの黒いラ イ
ン (検知ラ イ ン )が下へ下がり、
画面内のわずかな変化で も検
知するよ う にな り ます。

画面内の動きが止ま る と すぐ
に検知し な く な り ます。

光に対し ての反応が鈍 く な り、暗い背
景の、非常に明るいものだけが検知の
対象と な り ます。

推奨値 5 ～ 15％ 60 ～ 90％ 75 ～ 95％

デフ ォル ト 15％ 90％ 90％

設定例 小さ い物体に反応させたい場
合は、Object size を低めに設定 
し ます。 小 さ い物体に反応 さ
せた く ない場合は、 Object size 
を高めに設定し ます。

短時間に多 く の動きがある被
写体で検知回数を減ら し たい
場合は、 History を高めに設定
し ます。

光の明滅だけ を検知 さ せたい よ う な
場合には、 Sensitivitiy を低めに設定し
ます。 通常は、 高めに設定し て く だ さ
い。

パラ メ ータ Object Size History Sensitivity
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システムオプシ ョ ン - System Options

セキュ リ テ ィ - Security

ユーザ - Users

ユーザのア ク セス コ ン ト ロールは、 デフ ォル ト で有効に設定されています。 管理者は、 ユーザ名 と パス ワー ド
を設定し てネ ッ ト ワーク カ メ ラにア ク セス可能なユーザを定義する こ と ができ ます。 また、 匿名ユーザア ク セ
ス を許可する こ と によ って ［Live View］ ページに誰でも自由にア ク セスでき る よ う 設定する こ と も可能です。

Users List

現在登録されているユーザ と そのア ク セス レベルが表示されます。 ユーザは 20 名まで登録でき ます。 ユーザ

の追加を行 う には、 ［Add］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て く ださい。 開いたウ ィ ン ド ウでユーザ名 （User name） 、 パ 

ス ワード （Password） 、 ユーザーグループ （User group） を設定し ます。 ユーザグループの各ア ク セス レベル 

の詳細は、 以下の表を参照し て く ださい。

注意 ：

root ユーザ （あらかじめ定義されている管理者権限を持つユーザ） を削除する こ とはできません。

HTTP/RTSP Password Settings

許可するパス ワード の種類を選択し ます。 暗号化をサポー ト し ていない ク ラ イ アン ト からのロ グオンを許可す
る場合は、 Encrypted & unencrypted または Unencrypted only を選択する よ う にし て く ださい。

User Settings

チェ ッ ク ボ ッ ク ス を利用し て以下のオプシ ョ ンの有効 / 無効を切 り 替えて く ださい。

• Enable anonymous viewer login - ［Live View］ ページへの匿名ユーザア ク セス を許可し ます。 ただし、     

［System Options］ - ［Advanced］ - ［File Upload］ ページで、 Own Home Page を有効にし ている場合は    

適用されません。

• Enable Basic Setup - 設定ページの左側の リ ン ク に ［Basic Setup］ を表示し ます。 ［Basic Setup］ にはネ ッ     

ト ワーク カ メ ラの基本的な設定項目が含まれています。 こ のオプシ ョ ンのチェ ッ ク を外すと、 リ ン ク の一覧
から ［Basic Setup］ が表示されな く な り ます。

IP ア ド レスのフ ィ ルタ リ ング - IP Address Filter

管理者は、 Filtered IP Addresses リ ス ト にア ク セス を許可または拒否する コ ンピ ュータの IP ア ド レ ス を追加  

でき ます。 IP ア ド レ スの追加後に Enable IP address filtering チェ ッ ク ボ ッ ク スのチェ ッ ク を付けて、 追加し   

た IP ア ド レ スに対し てア ク セス を許可 （Allow） するか、 拒否 （Deny） するかを選択し て ［Apply］ ボタ ンを

ク リ ッ クする と、 リ ス ト に含まれている IP ア ド レ ス を持つコ ンピ ュータに対し てフ ィ ルタ リ ングが有効と な り

ます。

これらの IP ア ド レ ス を持つコ ンピ ュータから ネ ッ ト ワーク カ メ ラにア ク セスするユーザは、適切なア ク セス権

（Viewer、 Operator または Administrator） と と もに User List に定義されている必要があ り ます。

アクセスを許可または拒否する IP ア ド レスの設定方法

1. 一番上の Enable IP address filtering にチェ ッ ク を付けます。

2. ア ク セス を許可する IP ア ド レ ス を登録する場合は 「Allow」、 ア ク セス を拒否する IP ア ド レ ス を登録する

場合は 「Deny」 を選択し、 ［Apply］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Viewer ［Live View］ ページへのアクセスだけが可能な、 最も低いアクセス権です。

Operator ［Live View］ ページへのア クセス、 イベン ト 作成と修正など、 System Options 以外の設  
定項目を変更できます。 ［System Options］ ページにはアクセスする こ とはできません。

Administrator すべてのページへのア クセスが可能です。
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3. Filterd IP Address 欄の ［Add］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 表示されたウ ィ ン ド ウ内にア ク セス を許可また  

は拒否する IP ア ド レ ス を入力し ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4. 登録し たい IP ア ド レ スが複数あ る場合は、 3. を繰 り 返し ます。 削除し たい IP ア ド レ スがあ る場合は、 リ ス

ト から IP ア ド レ ス を選択し、 ［Remove］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

登録し た IP ア ド レスを削除する場合

登録し た IP ア ド レ スのい く つかを削除する場合は、 リ ス ト から IP ア ド レ ス を選択し、 ［Remove］ ボタ ンを ク

リ ッ ク し ます。

登録し た IP ア ド レ ス をすべて削除し、 IP ア ド レ ス フ ィ ルタ リ ングを停止する場合は、 一番上の Enable IP 
address filtering のチェ ッ ク を外し、 右側にあ る ［Apply］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てから、 リ ス ト にあ る IP ア ド 

レ ス を削除し て く ださい。

HTTPS

AXIS M3011 は、 HTTPS によ る暗号化に対応し ています。 

Certificate - ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ と HTTPS を 利用 し て通信す る には、 以下のいずれかの方法で証明書 

（Certificate） を作成する必要があ り ます。

• CA （認証局） が発行し た公的な証明書を使用する。 CA は、 メ ッ セージ暗号化のためのセキュ リ テ ィ の証明と

パブ リ ッ クキーの発行、 管理を行います。

• ネ ッ ト ワーク カ メ ラで作成可能な自己署名の証明書を使用する。 この場合、 公的な証明書と同じ レベルの安
全性は保証されません。

1. 自己署名の証明書を作成する場合は、 ［Create self-signed certificate...］ を ク リ ッ ク し ます。 CA で証明書  

を発行し て も ら う ための証明書要求を作成する場合は、［Create Certificate Request...］ を ク リ ッ ク し ます。

2. 必要事項を入力し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

3. Create self-signed certificate （自己署名の証明書） を選択し た場合は、 証明書が生成されて Installed  
Certificate 欄に生成された証明書が表示されます。 

Create Certificate Request （証明書の作成要求） を選択し た場合は、 PEM でフ ォーマ ッ ト された証明書要  

求が生成されます。内容を コ ピーし て CA に送信し て く ださい。署名された証明書が返却された ら、［Install
signed certificate...］ を ク リ ッ ク し てネ ッ ト ワーク カ メ ラに証明書を イ ン ス ト ールし て く ださい。

4. HTTPS Connection Policy 欄で、 Administrator、 Operator、 Viewer に対し て HTTPS 接続を有効にするか  

ど う かの設定を行います。 デフ ォル ト では、 すべてのユーザに対し て HTTP が設定されています。

注意 ：

自己署名の証明書を作成する際は必ずあらかじめネ ッ ト ワーク カ メ ラの日付と時刻を正し く 設定し て く だ さい。

日付と時刻 - Date & Time

Current Server Time

現在ネ ッ ト ワーク カ メ ラに設定されている日付と時刻が表示されます （24 時間形式）。 オーバーレ イ テキス ト

と し て日付と時刻を画像上に表示する場合は、 12 時間形式で表示する こ と も でき ます。

［入力例］
Country （国名） ： JP
State or Province （都道府県名） ： Tokyo
Locality （地域 （市町村名）） ： Minato-ku
Organization （組織名） ： Axis
Organization Uint （部門名） ： Sales
Common Name* ： m3011@company.com
Validity （有効期間 （日）） ： 365

* Common Name はネ ッ ト ワーク カ メ ラに与えられた名前を意味し ます。 ネ ッ ト ワーク内に DNS サーバ  
が動作し ていない場合は ド メ イ ン名を含める必要があ り ます。
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New Server Time

ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を使用し ている地域を Time zone リ ス ト ボ ッ ク スから選択し ます。 また、 サマータ イ ムの 

自動調整を行 う 場合は、Automatically adjust for daylight saving time changes のチェ ッ ク ボ ッ ク スにチェ ッ    

ク を付けます。

Time Mode から、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの日付 と時刻の設定方法を選択し ます。

• Synchronize with computer time - 現在のコ ンピ ュータの時間に合わせます。

• Synchronize with NTP Server - NTP サーバの時間に 60 分毎に同期し ます。 NTP server フ ィ ールド に利用する     

NTP サーバの IP ア ド レスまたはホス ト 名を入力し ます。 NTP サーバは、 ［Network］ - ［TCP/IP - Advanced］  

ページの NTP Configuration 欄であらかじめ設定し ておいて く だ さい。

• Set manually - 日付と時刻を手動で設定し ます。

Date & Time Format Used in Images

［Live View］ ページに表示する日付と時刻の形式 （24 時間または 12 時間） を選択し ます。

• Specify date format - ［Live View］ ページに表示する日付の形式を設定し ます。

* YYYY-MM-DD = 年 （西暦） - 月 - 日

* Www Mmm D YYYY = 曜日 （英語） 月 （英語） 日 年 （西暦）

* MM/DD/YYYY = 月 （数字 2 桁） / 日 / 年 （西暦）

 「Own」 を選択し た場合の記述方法についてはヘルプページ （英語） をご覧 く ださい。

• Specify time format - ［Live View］ ページに表示する時刻の形式 （24 時間 /12 時間、 1 秒刻み /1/100 刻    

み） を設定し ます。 「Own」 を選択し た場合の記述方法についてはヘルプページ （英語） をご覧 く ださい。

注意 ：

NTP Server フ ィ ールド でホス ト 名を利用する場合は、 ［Network］ - ［TCP/IP］ - ［Advanced］ ページで DNS サー 

バを設定し てお く 必要があ り ます。

ネ ッ ト ワークの設定 - Network

TCP/IP の設定 - Basic TCP/IP Settings

Network Settings

［View］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 現在のネ ッ ト ワーク設定の一覧を表示し ます。

IP ア ド レスの設定 - IPv4 Address Configuration

ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ スは、 DHCP を利用し て自動的に設定し た り 、 手動で固定の IP ア ド レ ス を設

定する こ と ができ ます。 また IP ア ド レ スの代わ り にホス ト 名を使用し た り 、 DHCP によ って IP ア ド レ スが変

更されて し ま った時に変更後の IP ア ド レ ス を通知するオプシ ョ ンが利用でき ます。 DHCP によ る IP ア ド レ ス

の設定は、 デフ ォル ト で有効に設定されています （手動で IP ア ド レ ス を割 り 当てた後は、 自動的に無効にな り

ます）。

Enable IPv4 - IPv4 を有効にする場合は、 こ のオプシ ョ ンにチェ ッ ク を付けて く ださい。 IPv4 は現在のイ ン   

ターネ ッ ト で使われている イ ン ターネ ッ ト プロ ト コルです。

Obtain IP address via DHCP - ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ ス を DHCP を利用し て自動的に設定し ます。

Use the following IP address - 以下の設定を手動で行います。

• IP address - ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レスを入力し ます。。

• Subnet mask - サブネ ッ ト マス ク を入力し ます。

• Default router - デフ ォル ト ルータ を入力し ます。
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注意 ：

• DHCP はネ ッ ト ワーク上で自動的に IP ア ド レスの割り当てを行う ためのプロ ト コルです。 ネ ッ ト ワーク カ メ
ラで Obtain IP address via DHCP オプシ ョ ンを有効にし ている と、 DHCP による IP ア ド レスの割り当てによ    
り、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レスが変更されて接続が失われて し ま う場合があ り ます。

• お使いの DHCP サーバが DNS サーバを更新でき る場合は、 IP ア ド レスが変更された場合でもホス ト 名を使用
し てネ ッ ト ワーク カ メ ラにアクセスする こ とが可能です。

IP ア ド レスの設定 - IPv6 Address Configuration

Enable IPv6 - IPv6 を有効にする場合は、 このオプシ ョ ンにチェ ッ ク を付けて く ださい。

サービス - Services

Enble ARP/Ping setting of IP Address - ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ スは、 シ リ アル番号 （MAC ア ド レ    

ス） と IP ア ド レ ス を使用し た arp/ping コマン ド によ る設定が可能です。 arp/ping コマン ド によ る IP ア ド レ ス

の設定を行 う 場合は、 こ のオプシ ョ ンをチェ ッ ク し て く ださい。arp/ping コマン ド によ って IP ア ド レ スが意図

せずに変更されて し ま う のを防ぐためには、 このオプシ ョ ンのチェ ッ ク を外し て く ださい。

AXIS Internet Dynamic DNS Service - AXIS Dynamic DNS サービ スに関する設定を行 う こ と ができ ます。    

［Settings...］ を ク リ ッ クする と設定ページが表示されます。

• Register or update current domain name registration -［Register］ボタ ンを ク リ ッ クする と、AXIS Internet Dynamic     
DNS サービスのサーバにネ ッ ト ワーク カ メ ラ を登録し ます。 すでに登録されている場合は、 情報を更新し ま

す。

重要！

• Remove currently registered domain name - ［Remove］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 AXIS Internet Dynamic DNS     
サービスに登録し た ド メ イ ン名を削除し ます。

• Enable automatic updates to AXIS Internet Dynamic DNS Service - ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レスが変更され     

た と きにと きに、 その情報を自動的に AXIS Dynamic DNS サービスのサーバへ更新し たい場合にチ ェ ッ ク を付  

けます。

• Enable regular updates to AXIS Internet Dynamic DNS Service - 一定の間隔で、 定期的に AXIS Dynamic DNS サー     

ビスのサーバへ情報を更新する場合にチ ェ ッ ク を付け、 ［Interval in hours between updates］ の枠内に更新間    

隔を指定し て く だ さい （単位 ： 時）。

• Disable registration/update via the control button - 本体のコ ン ト ロールボタ ンを押し た と きに、 AXIS Dynamic     
DNS サービスのサーバへ情報を更新する機能を無効にする場合にチ ェ ッ ク を付けます。

TCP/IP の高度な設定 - Advanced TCP/IP Settings

DNS の設定 - DNS Configuration

DNS （Domain Name Service） はネ ッ ト ワーク上でホス ト の名前と IP ア ド レ ス を対応させる機能です。

Obtain DNS server address via DHCP - DHCP サーバから提供される DNS サーバの設定を自動的に使用し ま    

す。 ［View］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 現在の設定が確認でき ます。

Use the following DNS server address - 手動で DNS サーバに関連する以下の設定を行います。

• Domain name - ネ ッ ト ワーク カ メ ラが使用し ているホス ト 名を検索するための ド メ イ ン名を入力し ます。 複  

数の ド メ イ ン名を入力する場合は、 ; （セ ミ コ ロン） で区切るよ う にし て く だ さい。 ホス ト 名は完全修飾ド メ

イ ン 名の最初の部分に相当 し ま す。 た と え ば、 myserver.mycompany.com のホ ス ト 名は myserver、
mycompany.com は ド メ イ ン名と な り ます。

• Primary DNS server - プ ラ イマ リ DNS サーバの IP ア ド レスを入力し ます。

• Secondary DNS server - セカ ンダ リ DNS サーバの IP ア ド レスを入力し ます。

AXIS Internet Dynamic DNS サービスにア クセスする と、 お使いのネ ッ ト ワーク カ メ ラの情報 （IP ア ド レス、 フ ァームウ ェ ア   

バージ ョ ン、 製品の種類、 シ リ アル番号） が送信されます。 個人情報が送信される こ とはあ り ません。
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NTP の設定 - NTP Configuration

ネ ッ ト ワーク カ メ ラは NTP サーバから正確な時刻を取得する こ と ができ ます。

Obtain NTP server address via DHCP - DHCP サーバから提供される NTP サーバの設定を自動的に使用し ま    

す。 現在の設定を確認するには、 ［View］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て く ださい。

Use the following NTP server address - NTP サーバを手動で設定し ます。 ［Network address］ フ ィ ール ド に    

使用する NTP サーバの IP ア ド レ ス （またはホス ト 名） を入力し て く ださい。

ホス ト 名の設定 - Host Name Configuration

ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 IP ア ド レ スの代わ り にホス ト 名を使用し てア ク セスする こ と ができ ます。 通常、 ホス

ト 名は割 り 当て られた DNS 名と同じ よ う に完全修飾ド メ イ ン名の最初の部分と な り ます （ピ リ オ ド を除 く ）。

た と えば、 myserver.mycompany.com のホス ト 名は myserver、 mycompany.com は ド メ イ ン名と な り ます。

Obtain host name via IPv4 DHCP - DHCP サーバから提供される ホス ト 名を自動的に使用し ます。 現在の設    

定を確認するには、 ［View］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て く ださい。

Use the host name - ホス ト 名を手動で設定し ます。 右側のフ ィ ール ド に使用する ホス ト 名を入力し て く ださ    

い。

Enable dynamic DNS updates - ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ スが変更された と き    

にローカル DNS サーバを動的に更新する こ と ができ ます。 こ の機能を有効にするには、 チェ ッ ク ボ ッ ク スに

チェ ッ ク を付けて く ださい。

注意 ：

ローカル DNS サーバの設定と AXIS Internet Dynamic DNS Service の設定を混同し ないよ う に注意し て く だ さ    

い。 この項目は、 ローカルの DNS サーバに関する設定です。

Register DNS name - こ のフ ィ ール ド に入力された名前は、 DNS サーバ内のネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ   

ス と関連付け られます。 た と えば、 DNS 名は Axisproduct.example.com のよ う にな り ます。

TTL （Time To Live） - 登録された IP ア ド レ スの ド メ イ ン名が有効であ るかど う かを確認し た と きに、 DNS  
サーバからの応答をどの位の期間 （秒） 有効とするかを決定し ます。 TTL によ って ク ラ イ アン ト からの DNS に

対する ク エ リ ーの回数が減 り 、 その結果ネ ッ ト ワークへの負荷を軽減する こ と ができ ます。

リ ン ク ローカルア ド レス - Link-Local IPv4 Address

Auto-Configure Link-Local Address はデフ ォル ト で有効に設定されてお り 、 UPnP プロ ト コル と と もに使用  

する ための IP ア ド レ ス をネ ッ ト ワーク カ メ ラに割 り 当てます。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラは Link-Local IP と静的な 

IP ア ド レ ス （または DHCP によ る動的な IP ア ド レ ス） の両方を持つこ と ができ ますが、 これらの IP ア ド レ ス

が互いに干渉する こ と はあ り ません。 詳し く は、 49 ページ 「UPnP」 を参照し て く ださい。

HTTP 

デフ ォル ト の HTTP ポー ト 番号 （80） は、 1024 ～ 65535 の範囲内で変更する こ と ができ ます。

HTTPS

ネ ッ ト ワーク カ メ ラが使用する HTTPS ポー ト 番号を入力し て く ださい。 デフ ォル ト の HTTPS ポー ト 番号は、

443 です。
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ポー ト マ ッ ピング - NAT traversal (port mapping) for IPv4

イ ン ト ラ ネ ッ ト （LAN） に接続されているネ ッ ト ワーク カ メ ラに NAT ルータの外側 （WAN） から ア ク セスす

る場合は、 NAT traversal 機能を使用し て く ださい。 NAT traversal を正し く 設定する と、 NAT ルータの外部  

HTTP ポー ト へのすべての HTTP ト ラ フ ィ ッ ク がネ ッ ト ワーク カ メ ラに転送される よ う にな り ます。

Enable/Disable - ［Enable］ を ク リ ッ ク し て NAT traversal を有効にする と、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラは UPnP を  

利用し てネ ッ ト ワーク上の NAT ルータのポー ト マ ッ ピングの設定を行います。

Use manually selected NAT router - 使用する NAT ルータ を手動で設定する場合は、こ のオプシ ョ ンにチェ ッ     

ク を付けて右側のフ ィ ール ド に使用する NAT ルータの IP ア ド レ ス を入力し て く ださい。 指定がない場合は、

ネ ッ ト ワーク カ メ ラはネ ッ ト ワーク上の NAT ルータ を自動的に検索し ます。 複数のルータが見つかった場合

は、 デフ ォル ト ルータが選択されます。

注意 ：

ルータが NAT traversal に対応し ている必要があ り ます。

Alternative HTTP port - 外部 HTTP ポー ト を手動で設定する場合は、こ のフ ィ ール ド にポー ト 番号を入力し て   

く ださい。ポー ト 番号が何も入力されていない場合は、NAT traversal が有効になった時に自動的にポー ト 番号 

が選択されます。

FTP

FTP プロ ト コルでネ ッ ト ワーク カ メ ラ本体のフ ァーム ウ ェ アバージ ョ ンア ッ プができ る よ う にするかど う かを

設定でき ます。 デフ ォル ト で有効に設定されています。

RTSP

MPEG-4/H.264 ス ト リ ームによ る画像配信を許可するかど う かを設定でき ます。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラが使用す

る RTSP ポー ト の番号を入力し て く ださい。 デフ ォル ト では、 554 に設定されています。

SOCKS

SOCKS はネ ッ ト ワーク プロ キシプロ ト コルです。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 SOCKS サーバを利用し てフ ァ イ ア

ウ ォール / プロ キシサーバの外側にあ るネ ッ ト ワーク にア ク セスでき る よ う 設定する こ と が可能です。あ る ロー

カルネ ッ ト ワーク にネ ッ ト ワーク カ メ ラが設置されている場合に、 電子 メ ールによ る通知など を ローカルネ ッ
ト ワークの外側 （例 ： イ ン ターネ ッ ト ） に送信する必要があ る と きに便利な機能です。

イ ン ト ラネ ッ ト （ LAN） イ ン ターネ ッ ト （WAN）

ブロー ドバン ド

（NAT）ルータ

イ ン ターネ ッ ト

ISP
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QoS （Quality of service）

QoS は、 IP ネ ッ ト ワーク上の帯域を特定の リ ソース用に予約し て一定の通信速度を保証する技術です。QoS で  

は、 帯域幅管理、 遅延、 パケ ッ ト 損失などのパ ラ メ ータ を定義する こ と がで き ます。 QoS を実装し たネ ッ ト  

ワークの利点は、 以下の とお り です。

• ト ラ フ ィ ッ クに優先順位をつける こ とが可能で、 重要な フ ローを優先順位の低いフ ローよ り も先に処理でき
ます。

• アプ リ ケーシ ョ ンが使用する帯域幅を コ ン ト ロールする こ と によ り、 ネ ッ ト ワークの信頼性がよ り高 く な り
ます。

ネ ッ ト ワーク カ メ ラ内の QoS は、本体から送信される様々な種類のネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ ク に含まれるデー  

タパケ ッ ト にマーク を付けます。 QoS が有効になっているルータやス イ ッチは、 こ のマーク を使用し て様々な 

ト ラ フ ィ ッ ク を処理し ます （例 : あ る ト ラ フ ィ ッ ク では帯域幅を確保する など）。 マーク される ト ラ フ ィ ッ ク の 

種類は、 以下の とお り です。

• ラ イブビデオ

• イベン ト / アラーム ト ラ フ ィ ッ ク

• ネ ッ ト ワーク管理用 ト ラ フ ィ ッ ク

QoS の設定

サポー ト する ネ ッ ト ワー ク ト ラ フ ィ ッ ク の タ イ プご と に、 データ パケ ッ ト の IP ヘ ッ ダーに含まれる DSCP  
（Differentiated Services Codepoint） フ ィ ール ド に値を入力し て く ださ い。 こ の値によ って、 ルータ などがど  

のサービ ス を このパケ ッ ト に適用するかを判断し ます （例 : こ のタ イプの ト ラ フ ィ ッ ク の場合は帯域幅を確保 

する など）。

DSCP 値は 10 進法 （0 ～ 63） または 16 進数で入力する こ と ができ ます。 ただし、 保存された値は常に 10 進    

法で表示されます。 

QoS について詳し く は、 Axis の Web サイ ト （www.axis.com/techsup） を参照し て く ださい （英語）。

電子メ ール - SMTP （email）

SMTP を利用し て イベン ト の発生時にあ らかじめ指定し た宛先に メ ッ セージ と画像を送信する場合は、Primary
mail server 欄にプラ イマ リ メ ールサーバの IP ア ド レ ス （またはホス ト 名）、 およびポー ト 番号を入力し て く だ 

さい。 必要に応じ てセカンダ リ メ ールサーバの設定を行って く ださい。

お使いの メ ールサーバで認証が必要な場合は、 Use authentication to log in to this server オプシ ョ ン に     

チェ ッ ク を付け、 認証に必要な情報を入力し て く ださい。

• User name - ユーザ名。

• Password - パスワー ド。

• 認証方法 - SMTP Authentication、 POP-login。

• Weakest meathod allowed - SMTP Authentication を選んだ場合に使用する認証方式を選択し ます。

• POP-Server - POP-login を選んだ場合、 POP サーバのア ド レスを入力し ます。

注意 ：

メ ールサーバおよび POP サーバのア ド レスをホス ト 名で設定する場合、あらかじめ［System Options］-［Network］ 

- ［Advanced］ で DNS サーバの設定を行っ ておいて く だ さい。

From email address フ ィ ール ド には、 電子 メ ールの送信元 と なる ア ド レ ス を入力し て く ださい。

Test

Send test email to フ ィ ール ド に電子 メ ールア ド レ ス を入力し て ［Send］ を ク リ ッ クする と、 テス ト メ ールを   

送信する こ と ができ ます。 SMTP Settings 欄の設定が正し く 行われている場合は、 指定し た メ ールア ド レ スに 

テス ト メ ールが送信されます。
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SNMP

SNMP （Simple Network Management Protocol） は、 ネ ッ ト ワークデバイ スの リ モー ト 管理を可能にするプ   

ロ ト コルです。 必要と されるセキ ュ リ テ ィ に応じ て、 使用する SNMP のバージ ョ ンを選択し て く ださい。 利用

可能なレベルは以下の 3 種類です。

• SNMP v1 - セキュ リ テ ィ は含まれません。

• SNMP v2c - 簡単なセキュ リ テ ィ 、 た と えばコ ミ ュニテ ィ 名をパスワー ド と し て使用し ます。

• SNMP v3 - 暗号化と安全なパスワー ド を提供し ます。 SNMP v3 を使用する場合は、 HTTPS を有効に設定する必   

要があ り ます。

SNMP v1/v2

v1 および v2c を使用する場合は、 サポー ト されるすべての SNMP オブジェ ク ト のための読み取 り ア ク セスの

コ ミ ュニテ ィ 名 （Read Community） を入力し て く ださい （書き込みア ク セスで必要と される root パス ワード 

および他のオブジェ ク ト を除 く ）。 デフ ォル ト 値は public に設定されています。

また、 サポー ト されるすべての SNMP オブジェ ク ト のための読み取 り / 書き込みア ク セスのコ ミ ュ ニテ ィ 名

（Write Community） を入力し て く ださい （読み取 り 専用のオブジェ ク ト を除 く ）。 デフ ォル ト 値は write に設 

定されています。

Traps for SNMP v1/v2

ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 ト ラ ッ プを利用し て イベン ト が発生し た り ステータ スが変更された と きに管理システ
ムに対し て メ ッ セージを送る こ と ができ ます。Enable traps のチェ ッ ク を付ける と、ト ラ ッ プを利用し たレポー 

ト が有効にな り ます。 Trap address フ ィ ール ド に メ ッ セージの送信先のア ド レ ス を指定し、 Trap community  
フ ィ ール ド に メ ッ セージを送信する際に使用する コ ミ ュニテ ィ を指定し ます。

ネ ッ ト ワーク カ メ ラで利用可能な ト ラ ッ プは、 次の 4 種類です。

• Cold start

• Warm start

• Link up 

• Authentication failed

SNMP v3

SNMP v3 は暗号化 と セキ ュ アなパス ワー ド を提供し ます。 SNMP v3 と と も に ト ラ ッ プを利用する場合は、  

SNMP v3 に対応し た管理ソ フ ト ウ ェ アが必要にな り ます。

SNMP v3 を使用する場合は、HTTPS を有効にし てから SNMP V3 initial user password フ ィ ール ド でパス ワー    

ド を設定し て く ださい。 パス ワード を再設定するには、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を工場出荷時の状態に リ セ ッ ト す
る必要があ り ます。 HTTPS を有効にし た場合は、 SNMP v1 および SNMP v2 は無効にし て く ださい。

UPnP

ネ ッ ト ワーク カ メ ラは UPnP™ （ユニバーサルプラ グアン ド プレ イ） に対応し ています。 お使いのコ ンピ ュータ

上 （Windows XP） で UPnP が有効に設定されている場合、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラが自動的に検出されて ［マイ 

ネ ッ ト ワーク］ に追加されます。 

注意 ：

お使いのコ ンピ ュータ に UPnP がイ ンス ト ールされていない場合は、 ［ス ター ト ］ メ ニューから ［コ ン ト ロールパ

ネル］ - ［プログラムの追加と削除］ - ［Windows コ ンポーネン ト の追加と削除］ を選択し、 一覧からネ ッ ト ワー

クサービスを選択し て ［詳細］ を ク リ ッ ク し ます。 サブ コ ンポーネン ト の一覧からユニバーサルプ ラグアン ド プ
レ イ を選択し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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Port Range

Video port のためのポー ト 番号は、Start port と End port フ ィ ール ド で指定された範囲内から自動的に選択さ   

れます。 こ のオプシ ョ ンは、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラが手動でポー ト マ ッ ピングの設定が行われている NAT ルータ

に接続されている場合などに便利です。

Multicast

マルチキ ャ ス ト では特定の範囲内の IP ア ド レ ス を使用し ます。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラにはこ の範囲内の IP ア ド

レ スがあ らかじめ定義されていますので、通常はこの設定を変更する必要はあ り ません。Video address フ ィ ー 

ル ド の設定を変更する場合は、 ネ ッ ト ワーク管理者に相談し て く ださい。

注意 ：

• ビデオス ト リ ームを閲覧するユーザは、 ［RTP / MPEG-4 & H.264］ ページで設定された IP ア ド レスやポー ト     
番号を知っ ている必要はあ り ません。 必要なのは、 ビデオス ト リームを提供するネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア
ド レス （またはホス ト 名） だけです。

• Video port フ ィ ールド に 「0」 を設定する と、 ポー ト 番号がラ ンダムに使用されます。

Time to live フ ィ ール ド に設定された値の範囲内で IP パケ ッ ト が送信先に到着し なかった場合、パケ ッ ト を破  

棄する よ う ルータに伝えます。 通常、 値はホ ッ プ数 （パケ ッ ト が送信先に到達する までに通過でき るルータの
数） でカ ウ ン ト されます。

Bonjour

ネ ッ ト ワーク カ メ ラは Bonjour に対応し ています。 こ のオプシ ョ ンを有効に設定する と、 Bonjour をサポー ト

するオペレーテ ィ ングシステムが動作する コ ンピ ュータ上でネ ッ ト ワーク カ メ ラが自動的に検出されます。

イ ンデ ィ ケータの設定 - LED

ネ ッ ト ワーク カ メ ラに備え られている Status イ ンデ ィ ケータは、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの画像にア ク セス し てい

る と きに点滅させた り 、 常に消灯させた り する こ と ができ ます。

• Normal - 正常動作時に、 Status イ ンデ ィ ケータが緑色で点灯し ます。

• Off - 正常動作時に、 Status イ ンデ ィ ケータが消灯し ます。

• Flash - ネ ッ ト ワーク カ メ ラの画像にアクセス し ている時に Status イ ンデ ィ ケータが点滅し ます。 また、 点滅 

する速さ を ［Flash interval］ フ ィ ールド で指定 （1 ～ 30） できます。 1 が最も速 く 、 30 が最も遅 く 点滅し ます。

注意 ：

MPEG-4/H.264 のマルチキャ ス ト による画像を表示し ている場合、 Status イ ンデ ィ ケータは点滅し ません。

メ ンテナンス - Maintenance

Maintain Server

Restart - ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を再起動し ます。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの動作が不安定になった場合などに使用し 

て く ださい。 再起動を行って も、 現在の設定に影響はあ り ません。

Restore - このボタ ンを ク リ ッ クする と、一部のパラ メ ータ を除 く すべての設定が工場出荷時の状態に リ セ ッ ト  

されます。 リ セ ッ ト されない設定は、 以下の とお り です。

• IP ア ド レスの設定方法 （DHCP または手動）

• IP ア ド レス

• サブネ ッ ト マスク

• デフ ォル ト ルータ

Default - このボタ ンは注意し て使用し て く ださい。 このボタ ンを ク リ ッ クする と、 すべての設定が工場出荷時 

の状態に リ セ ッ ト されます。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラ をネ ッ ト ワーク に接続し、 各種設定を再度行 う 必要があ り ま
す。
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Upgrade Server

詳し く は、 54 ページ 「フ ァーム ウ ェアを更新する」 を参照し て く ださい。

サポー ト - Support

Support Overview

ト ラブルシューテ ィ ングやサーバレポー ト などの情報を提供し ます。

System Overview

システムの現在の状態が表示されます。

ログと レポー ト - Logs & Reports

情報 - Information

System Log、 Access Log、 Server Report、 Parameter List、 Connection List、 Crash Report - 各ボタ ンを     

ク リ ッ クする と、 システム ロ グ （システム イベン ト の情報）、 ア ク セス ロ グ （ネ ッ ト ワーク カ メ ラにア ク セス し
たユーザ情報）、 サーバレポー ト 、 パラ メ ータ リ ス ト 、 接続 リ ス ト （ネ ッ ト ワーク カ メ ラに現在接続し ている ク
ラ イ アン ト 情報） を表示し た り 、 障害レポー ト を作成する こ と ができ ます。 技術サポー ト にお問い合わせの際
は、 このページの Server Report をご用意 く ださい。 システム ロ グ と ア ク セス ロ グは、 次の 「ロ グレベルの設 

定 - Configuration」 でロ グに残す情報のレベルを設定する こ と ができ ます。

ログレベルの設定 - Configuration

System Log Settings

Log Level - ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 システム ロ グに含める情報のレベルを選択し て く ださい。

• Critical - 早急な対処を必要とする重大なエ ラーを記録し ます。

• Warning - 正常な動作を妨げる可能性のあるエラーを記録し ます。

• Info - ネ ッ ト ワーク カ メ ラの動作状況を記録し ます。 イベン ト の発生や、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの再起動など  

が含まれます。

Log size - ロ グフ ァ イルの最大サイ ズを設定し ます。

Access Log Settings

Log Level - ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 ア ク セス ロ グに含める情報のレベルを選択し て く ださい。

• Critical - 早急な対処を必要とする重大なエ ラーを記録し ます。

• Warning - 正常な動作を妨げる可能性のあるエラーを記録し ます。

• Info - ネ ッ ト ワーク カ メ ラの動作状況を記録し ます。 イベン ト の発生や、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの再起動など  

が含まれます。

Log size - ロ グフ ァ イルの最大サイ ズを設定し ます。

Log Level for Email

Select log level to send as email: - 電子 メ ールに含める ロ グの情報のレベルを選択し て く ださい。

Send log as email to - 電子 メ ールの送信先を入力し て く ださい。

注意 ：

ログレベルの設定を変更し た場合、 変更を有効にするにはネ ッ ト ワーク カ メ ラ を再起動し て く だ さい。
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高度な設定 - Advanced

Scripting

ネ ッ ト ワーク カ メ ラには、 管理者や開発者向けのス ク リ プ ト エデ ィ タが搭載されています。 独自のス ク リ プ ト
を作成し てネ ッ ト ワーク カ メ ラのフ ァ イルシステムに組み込むこ と ができ ます。

警告！

ス ク リ プ ト が適切に利用されなかった場合、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラが予期し ない動作を し た り 、 またネ ッ ト ワー
ク カ メ ラにア ク セスでき な く なる こ と があ り ます。 ス ク リ プ ト の使用によ って問題が発生し た場合は、 ネ ッ ト
ワーク カ メ ラ を工場出荷時の状態に リ セ ッ ト し て く ださい（バッ ク ア ッ プフ ァ イルを作成し ている場合は、バッ
ク ア ッ プを取った時点の設定に戻すこ と ができ ます）。 ス ク リ プ ト の使用は、 機能を よ く 理解し た上で行って く
ださい。 Axis は、 ス ク リ プ ト の使用によ る結果について一切の責任を負いません。 ス ク リ プ ト について詳し く

は、 Axis の Web サイ ト のデベロ ッパーページを参照し て く ださい。

フ ァ イルのア ッ プロー ド - File Upload

Upload Own Web Files

独自の html ページや背景などに独自の画像フ ァ イルを使用する場合は、まずネ ッ ト ワーク カ メ ラにフ ァ イルを

ア ッ プロード し て く ださい。

1. ［参照 ...］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てア ッ プロードする フ ァ イルを選択し ます。

2. ア ッ プロードする フ ァ イルのユーザレベルを選択し、ユーザア ク セス レベルを設定し ます。ユーザによ って

どのページを表示するかコ ン ト ロールでき ます。

3. テキス ト フ ィ ール ド に正確なパスが表示された ら、 ［Upload］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て く ださい。

Remove Uploaded Files

ア ッ プロー ド されたフ ァ イルが一覧で表示されます。 フ ァ イルを削除する と きは、 フ ァ イル名の先頭のチェ ッ
ク ボ ッ ク スにチェ ッ ク を入れ、 ［Remove］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て く ださい。

Plain Config

この機能は上級ユーザ向け と なっています。すべてのパラ メ ータの設定と変更を行 う こ と ができ ます。 通常は、
Setup ページの各 メ ニューから設定変更を行って く ださい。

• ア ッ プロー ド し た Web ページ上に表示する画像フ ァ イルも併せてネ ッ ト ワーク カ メ ラにア ッ プロー ド する場合、画

像フ ァ イルのア クセス権は Web ページ と同じに設定し て く だ さい。

• 画像フ ァ イルの拡張子は半角英数字で 3 文字で設定し て く だ さい。

• すべてのユーザに対し てア ッ プロー ド し た画像の表示を許可する場合、 画像フ ァ イルのアクセス権を Viewer に設

定し て く だ さい。 特に、 ［System Options］ - ［Security］ - ［Users］ ページで Enable anonymous viewer login オプシ ョ     

ンを有効にし ている場合は、 必ず Viewer に設定し て く だ さい。
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工場出荷時の状態に リ セ ッ ト する

ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を工場出荷時の状態に リ セ ッ ト するには、 2 種類の方法があ り ます。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラ

の内部 Web ページにア ク セス し て ［System Options］ - ［Maintenance］ ページの ［Default］ ボタ ンを使用 

する方法 （詳細は 50 ページ 「 メ ンテナン ス - Maintenance」） と、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラ本体のコ ン ト ロールボ 

タ ンを使用する方法があ り ます。 こ こ では、 コ ン ト ロールボタ ンを使用し た リ セ ッ ト について説明し ます。

コ ン ト ロールボタ ンを使用する

以下の手順にし たがって、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を工場出荷時の状態に リ セ ッ ト し て く ださい。

1. ネ ッ ト ワーク ケーブルを取 り 外し てネ ッ ト ワーク カ メ ラの電源を切って く ださい。

2. コ ン ト ロールボタ ンを押し ながら ネ ッ ト ワーク カ メ ラの電源を入れます。

3. Status （STAT） イ ンデ ィ ケータがオレ ンジ色で点灯する まで リ セ ッ ト ボタ ンを押し続けます （約 15 秒程

かか り ます。Status（STAT）イ ンデ ィ ケータの位置については 10 ページ「機能と名称」を参照し て く ださい）。

4. コ ン ト ロールボタ ンを放し ます。

5. Status （STAT） イ ンデ ィ ケータが緑色で点灯し ます （1 分ほどかかる場合があ り ます）。 ネ ッ ト ワーク カ メ

ラは、 工場出荷時のデフ ォル ト 設定に リ セ ッ ト されま し た。

注意 ：

• AXIS M3011 のデフ ォル ト の IP ア ド レスは、 192.168.0.90 です。

• リ セ ッ ト ボタ ンを使用し て工場出荷時の状態に リ セ ッ ト する と、 すべてのパラ メ ータ （IP ア ド レスを含む） が
リ セ ッ ト されます。IP ア ド レスを リ セ ッ ト せずに他のパラ メ ータ だけを工場出荷時の状態にする方法について
は、 50 ページ 「メ ンテナンス - Maintenance」 を参照し て く だ さい。
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ト ラ ブルシューテ ィ ング

フ ァームウ ェ アのバージ ョ ンを確認する

ト ラブルシューテ ィ ングの際は、 まず現在イ ン ス ト ールされている フ ァーム ウ ェ アバージ ョ ンを確認し て く だ
さ い。 最新のバージ ョ ンでは、 問題の修正が行われてい る こ と があ り ます。 まずネ ッ ト ワー ク カ メ ラ の内部
Web ページにア ク セス し、 ［Setup］ - ［Basic Setup］ ページを開いて現在のフ ァーム ウ ェ アのバージ ョ ンを確 

認し て く ださい。

フ ァームウ ェ アを更新する

フ ァーム ウ ェ アはネ ッ ト ワーク カ メ ラの機能を決定する ソ フ ト ウ ェ アです。 Axis の Web サイ ト から フ ァーム

ウ ェ アをダウ ン ロード し てお使いのネ ッ ト ワーク カ メ ラにイ ン ス ト ールする こ と によ り 、 新しい機能が利用可
能にな り ます。 ア ッ プグレー ド手順や リ リ ース ノ ー ト があ る場合は、 フ ァーム ウ ェ アのア ッ プグレード を行 う
前に内容を よ く お読みになって く ださい。

注意 ：

フ ァームウ ェ アをア ッ プグレー ド し て も既存の設定はそのまま残り ますが、 Axis はア ッ プグレー ド後の設定の整

合性について保証を致し ません。 正し く 機能が動作し ない場合は、 53 ページ 「工場出荷時の状態に リ セ ッ ト す

る」 の手順で工場出荷時の状態に戻し てから再設定を行っ て く だ さい。

1. フ ァ ーム ウ ェ ア を ダ ウ ン ロー ド し てお
使いのコ ンピ ュータに保存し ます。最新
のフ ァーム ウ ェアは、Axis の Web サイ

ト （http://www.axiscom.co.jp/） から

無料で入手する こ と ができ ます。

2. Web ブラ ウザを起動し てネ ッ ト ワーク

カ メ ラの内部 Web ページにア ク セス し

ま す。 ［Setup］ - ［System Options］ - 
［Maintenance］ を ク リ ッ ク し ます。

3. Upgrade Server 欄の ［参照 ...］ ボタ ン 

を ク リ ッ ク し ます。 ダ ウ ン ロー ド し た
フ ァ ーム ウ ェ ア を選択 し、 ［Upgrade］

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

注意 ：

• ア ッ プグレー ド を開始し てから、 最低で も 5 ～ 10 分はそのままで待っ て く だ さい。 ア ッ プグレー ド に失敗し
た と思われる場合で も、 同様に待っ て く だ さい。 全 く 応答が無い場合は、 次のリ カバリ ーの手順をお試し く だ
さい。

• ア ッ プグレー ドが正し く 行われなかった場合、 故障の原因と なる こ とがあ り ます。 誤ったア ッ プグレー ド手順
による故障については、 Axis は修理費用を請求させていただきます。

リ カバリーの手順

フ ァーム ウ ェ アのア ッ プグレー ド中に電源が切れた り 、 ネ ッ ト ワーク と の接続が途切れた り し てア ッ プグレー
ド に失敗し た場合、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラが応答し な く なる こ と があ り ます。 ア ッ プグレード に失敗し た場合は、
Status （STAT） イ ンデ ィ ケータが赤色で点滅し ます。 このよ う な場合は、 以下の手順にし たがって リ カバ リ ー

を行って く ださい。 シ リ アル番号は、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの底面ラベルに記載されています。

1. Windows 環境 - DOS 窓 （コマン ド プロ ンプ ト /DOS プロ ンプ ト ） を開き、 次のコマン ド を実行し ます。 シ 

リ アル番号はハイ フン （-） で区切って く ださい （例 ： 00-40-8c-11-22-33）。 

arp -s < ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ ス > < シ リ アル番号 > 
ping -l 408 -t < ネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ ス >

2. 数秒経って も ネ ッ ト ワーク カ メ ラか ら応答がない場合は、 再起動し て応答を待って く だ さ い。 応答が返っ
た ら、 Ctrl キーと C キーを同時に押し て ping コマン ド を終了し ます。
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3. Web ブラ ウザを起動し、［ア ド レ ス］フ ィ ール ド にネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ ス を入力し て Enter キー

を押し て く ださ い。 ［参照］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 ア ッ プグレード に使用する フ ァ イルを選択し ます （例 ：
axism3011.bin）。 ［Load］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てア ッ プグレード を再開し ます。

4. ア ッ プグレード か完了する と （1 ～ 10 分後）、ネ ッ ト ワーク カ メ ラは自動的に再起動し ます。Power （PWR）

イ ンデ ィ ケータ と Status （STAT） イ ンデ ィ ケータが緑色で点灯し、 Network （NET） イ ンデ ィ ケータが緑

色またはオレンジ色で点滅し始めます。

5. 手順 1 のコマン ド を再度実行し、 応答が返ってき た ら ping を終了し ます。

6. 新しいブラ ウザのウ ィ ン ド ウ を開き、 ［ア ド レ ス］ フ ィ ール ド にネ ッ ト ワーク カ メ ラの IP ア ド レ ス を入力

し て Enter キーを押し ます。

7. ［Live View］ ページが表示されます。 ［Setup］ リ ン ク を ク リ ッ ク し て各種設定を行って く ださい。

上記の リ カバ リ ーを行って も ネ ッ ト ワーク カ メ ラが正し く 動作し ない場合は、Axis 技術サポー ト までご連絡 く

ださい。

サポー ト

Axis の技術サポー ト にお問い合わせをいただ く 前に、 サーバレポー ト またはロ グフ ァ イルをご用意 く ださい。

サーバレポー ト やロ グフ ァ イルには、 問題の解決に役立つ情報が含まれています。

サーバレポー ト - ［Setup］ - ［System Options］ - ［Support］ を開き、 ［Server Report］ リ ン ク を ク リ ッ ク し  

ます。 サーバレポー ト は、 現在のパラ メ ータの リ ス ト だけでな く ネ ッ ト ワーク カ メ ラおよびそのフ ァーム ウ ェ
アについての重要な情報を含んでいます。

ロ グフ ァ イル - ［Setup］ - ［System Options］ - ［Support］ - ［Logs & Reports］ を開き、 ［System Log］ ボタ    

ンを ク リ ッ ク し ます。 ロ グフ ァ イルにはネ ッ ト ワーク カ メ ラの再起動後から現在までのイベン ト が記録されて
います。
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症状、 考えられる原因、 および対処方法

IP ア ド レスを設定できない

ネ ッ ト ワー ク カ メ ラ の電源投入

後、 2 分以上経過し ている

ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を再起動し て、 IP ア ド レスの設定を行って く だ さい。 手順につい

て詳し く は、 イ ンス ト ールガイ ド または 12 ページ 「その他の IP ア ド レスの設定方法」

を参照し て く だ さい。AXIS IP Utility や arp/ping コマン ド による IP ア ド レスの設定は、  

ネ ッ ト ワーク カ メ ラの電源を入れてから 2 分以内に行って く だ さい。

ネ ッ ト ワー ク カ メ ラ が別のサブ

ネ ッ ト に接続されている

IP ア ド レスの設定を行う コ ンピ ュータ と ネ ッ ト ワーク カ メ ラが異なるサブネ ッ ト に接

続されている場合、 IP ア ド レスを設定する こ とができません。 ネ ッ ト ワーク管理者に

相談し て使用し ている コ ンピ ュータ と同じサブネ ッ ト 上にネ ッ ト ワーク カ メ ラ を接続

し、 そのサブネ ッ ト で利用可能な IP ア ド レスを入手し て く だ さい。

設定し よ う と し ている IP ア ド レ

スが他のデバイ スに よ っ て使用

されている

まずネ ッ ト ワー ク カ メ ラの電源アダプ タ を取 り 外 し てネ ッ ト ワー ク カ メ ラの電源を

切った状態にし ます。

DOS 窓 （MS-DOS プロンプ ト 、 コマン ド プロンプ ト ） を起動し て設定し よ う と し てい

る IP ア ド レスに ping し ます。

Reply from <IP address>: bytes = 32; time = 10 ms..... のよ う な応答が返ってきた      

場合、 その IP ア ド レスは他のデバイスによ って既に使用されています。 新しい IP ア ド

レスを入手し て く だ さい。

Request timed out. のよ う な応答が返ってきた場合、 その IP ア ド レスをネ ッ ト ワーク  

カ メ ラに設定する こ とができます。ケーブルやコネク タ類が正し く 接続されているか確

認し、 再度 IP ア ド レスの設定を行って く だ さい。

同 じ サブネ ッ ト 上の別のデバイ

ス と IP ア ド レスの競合が発生し

ている

別の IP ア ド レスを使って設定をお試し く だ さい。

Web ブ ラウザからネ ッ ト ワーク カ メ ラにア クセスできない

DHCP によ って IP ア ド レスが変

更されている

AXIS IP Utility を起動し て現在の IP ア ド レスを確認し て く だ さい。

他のネ ッ ト ワークの問題 ネ ッ ト ワークケーブルに問題がないか確認し て く だ さい。

ローカルネ ッ ト ワークの外からネ ッ ト ワーク カ メ ラにアクセスできない

ブ ロー ド バン ド ルー タ の設定の

問題

ルータ で NAT （ポー ト マ ッ ピング） の設定を行い、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラへのア クセス

を許可するよ う にし て く だ さい。 また、 お使いのルータが NAT traversal に対応し てい 

る場合は、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの設定で ［System Options］ - ［Network］ - ［TCP/IP］ 

- ［Advanced］ ページで NAT traversal が有効になっている （「NAT traversal is enabled」    

と表示されている） こ と を確認し て く だ さい。

フ ァ イアウォールによる保護 イ ン ターネ ッ ト フ ァ イアウォールの設定について、ネ ッ ト ワーク管理者と相談し て く だ

さい。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 デフ ォル ト の設定で HTTP 80 番ポー ト を使用し ます。

サブ ネ ッ ト マ ス ク、 デ フ ォ ル ト

ゲー ト ウ ェ イが必要

［System Options］ - ［Network］ - ［TCP/IP］ ページで Subnet mask （サブネ ッ ト マス  

ク） と Default router （デフ ォル ト ゲー ト ウ ェ イ） を設定し て く だ さい。

ビデオ画像の問題 - MPEG-4/H.264
MPEG-4/H.264 の画像が表示 さ

れない

Windows のコ ン ト ロールパネルから ［AXIS Media Control］ アイ コ ンをダブルク リ ッ  

ク し ます。 ［Network］ タ ブを選択し、 ［RTSP connection order］ から適切な接続方法を  

選択し て く だ さい。

Windows のコ ン ト ロールパネルから［AXIS Media Control］アイ コ ンをダブルク リ ッ  
ク し ます。 ［MPEG-4］ タ ブを選択し、 ［Set to default MPEG-4 decoder］ を選択し て    
く だ さい。

Windows のコ ン ト ロールパネルから［AXIS Media Control］アイ コ ンをダブルク リ ッ  
ク し ます。 ［H.264］ タ ブを選択し、 ［Set to default H.264 decoder］ を選択し て く だ    
さい。

MPEG-4/H.264 のマルチキ ャ ス

ト 画像が表示されない

ネ ッ ト ワーク管理者に相談し、お使いのネ ッ ト ワークで使用可能なマルチキャス ト のア

ド レスを確認し て く だ さい。

フ ァ イアウォールによる保護が行なわれていないかど うか、 確認し て く だ さい。

ロー カルネ ッ ト ワー ク 内の コ ン

ピ ュ ー タ し かマルチキ ャ ス ト 画

像にア クセスできない

お使いのルータがマルチキャス ト に対応し ているか確認し て く だ さい。 また、ルータの

設定が正し く 行われているか確認し て く だ さい。 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの TTL （Time to 
live） の設定を変更し なければならない場合もあ り ます。
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ト ラ ブルシューテ ィ ング
MPEG-4/H.264 のレ ン ダ リ ン グ

品質が良 く ない

画面のプロパテ ィ で、 使用する画像色と し て 16 ビ ッ ト または 32 ビ ッ ト が選択されて

いるか確認し て く だ さい。

オーバーレ イ テキス ト がぼやけている場合は、 Windows のコ ン ト ロールパネルから

［AXIS Media Control］ アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。 ［H.264］ または ［MPEG-4］  

タ ブを選択し、 ［Use Advanced Video Rendering］ にチ ェ ッ ク を付けて ［OK］ を ク リ ッ   

ク し て く だ さい。

グラ フ ィ ッ ク カー ド ド ラ イバが最新のド ラ イバを使用し ているか確認し て く だ さい。

MPEG-4/H.264 と Motion JPEG 
画像の彩度が異なる

グラ フ ィ ッ ク カー ドの設定を変更し てみて く だ さい。詳し く は、グラ フ ィ ッ ク カー ド に

付属のマニュアルを参照し て く だ さい。

思 う よ う な フ レ ームレ ー ト が出

ない

ク ラ イアン ト コ ンピ ュータ上で実行し ているアプ リ ケーシ ョ ンを減ら し て く だ さい。

ネ ッ ト ワーク カ メ ラに同時にアクセスするユーザ数を少な く し て く だ さい。

必要な帯域幅が利用できるかど うか、 ネ ッ ト ワーク管理者に相談し て く だ さい。

Windows のコ ン ト ロールパネルから［AXIS Media Control］アイ コ ンをダブルク リ ッ  
ク し ます。 ［H.264］ タ ブを選択し、 ［Decode all frames possible］ オプシ ョ ンが選択   
されている こ と を確認し て く だ さい。

Windows のコ ン ト ロールパネルから［AXIS Media Control］アイ コ ンをダブルク リ ッ  
ク し ます。 ［MPEG-4］ タ ブを選択し、 ［Decode all frames possible］ または ［Decode   
I & P frames］ オプシ ョ ンが選択されている こ と を確認し て く だ さい。

［Setup］ - ［Video］ の ［Image］ タ ブの Resolution オプシ ョ ンから小さいサイズ （解

像度） を選択し てみて く だ さい。

フ ル フ レームレ ー ト で画像を取

得できない

61 ページ 「適切なパフ ォーマンスを得るための注意点」 を確認し てみて く だ さい。

画質が劣化する GOV length オプシ ョ ンの値を小さ く し て く だ さい。詳し く は、29 ページ「GOV Settings」  

を参照し て く だ さい。

Status イ ンデ ィ ケータが赤色で点滅し てネ ッ ト ワーク カ メ ラにアクセスできない

フ ァ ームウ ェ アのア ッ プグ レー

ドが中断された、またはフ ァーム

ウ ェ アに問題がある

54 ページ 「リ カバリーの手順」 を参照し て く だ さい。

Web ブ ラウザで画像が表示されない

AMC の問題（Internet Explorer の 

み）

Microsoft Internet Explorer で画像の更新を行う場合、 ブ ラウザの設定で ActiveX コ ン  

ト ロールを有効にする必要があ り ます。 また、 お使いのコ ン ピ ュー タ に AMC （AXIS
Media Control） がイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く だ さい。 AMC は、 ネ ッ ト  

ワーク カ メ ラの画像に初めてアクセス し た時にイ ンス ト ールされます。

ActiveX コ ンポーネン ト のイ ンス

ト ールが制限、または禁止されて

いる場合

お使いのコ ンピ ュータに追加ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールできない場合は、ネ ッ ト ワー

ク カ メ ラの内部 Web ページにアクセス し、 ［Setup］ - ［Live View Config］ の Default  
Viewer 欄の Windows Internet Explorer オプシ ョ ンで Java applet を選択し て く だ さい   

（ただ し、 JVM （J2SE） 1.4.2 以降、 または JRE （J2SE） 5.0 以降が必要です）。

ビデオ画像の問題 - 一般

画像が暗すぎる、または明るすぎ

る

［Setup］ - ［Video］ - ［Camera Settings］ ページの Brightness （輝度） を変更し てみて 

く だ さい。

画像がすべて ア ッ プ ロー ド さ れ

ない

利用可能なバッ フ ァサイズを超える画像を使用し ている と きに発生する現象です。 フ

レームレー ト を下げるか、 ア ッ プロー ドの間隔を長 く し て く だ さい。

画像の更新が遅い プ リバッ フ ァ、 モーシ ョ ン検知、 画像の解像度、 フ レームレー ト などの設定を調整し て

ネ ッ ト ワーク カ メ ラの負荷をなるべ く 減ら し て く だ さい。

パフ ォーマンスが遅い ネ ッ ト ワークの負荷が高かった り、多 く のユーザがネ ッ ト ワーク カ メ ラにアクセスする

と、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラのパフ ォーマンスが下がり ます。 また、 モーシ ョ ン検知、 イベ

ン ト の実行など もパフ ォーマンスに影響し ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト の画質が良 く ない

デ ィ ス プ レ イの設定が正 し く 行

われていない

デ ィ スプレ イのプロパテ ィ を開き、 ［画面の色］ で 16 ビ ッ ト （65000 色） 以上を使用

するよ う にし て く だ さい。 デ ィ スプレ イの設定で 16 色または 256 色を使用する と、 画

像にデ ィ ザがかかって見える こ とがあ り ます。

オーバーレ イ画像 / プ ラ イバシーマスクが表示されない

オーバーレ イ画像ま たはプ ラ イ

バシーマスクのサイズ、または表

示位置が正し く ない

オーバーレ イ画像またはプ ラ イバシーマスクのサイズ、または表示位置が正し く 設定さ

れている こ と を確認し て く だ さい。 詳し く は、 31 ページ 「オーバーレ イ画像 - Overlay 
Image」、 32 ページ 「プ ラ イバシーマスク - Privacy mask」 を参照し て く だ さい。

ブ ラウザがフ リーズする

Netscape 7.x または Mozilla 1.4  
以降を使用する と、時々フ リーズ

する

画像の解像度を下げて く だ さい。
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この章をお読みになった後も まだ問題が解決し ない場合は、 Axis のホームページにア ク セス し て FAQ をご確

認 く ださい。

ユーザ定義のフ ァ イルがア ッ プロー ド できない

ア ッ プ ロー ド 可能な容量を超え

ている

ユーザ定義のフ ァ イルをア ッ プロー ド でき るスペースは限られています。 既にア ッ プ

ロー ド済みのフ ァ イルを削除し てスペースを確保し て く だ さい。

モーシ ョ ン検知が予期し ない変化を検出する

輝度の変化 モーシ ョ ン検知は画像上の明る さの変化も基にし ています。 明る さが突然変化する と、

誤っ てモーシ ョ ン検知が検出される こ とがあ り ます。 Sensitivity スラ イダーの値を低

めに設定する と、 このよ う な誤動作を避ける こ とができます。
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技術仕様
技術仕様

項目 仕様

モデル AXIS M3011

撮像素子 ˛” プログレ ッ シブスキャ ン RGB VGA CMOS

レンズ • 固定アイ リ ス

• 焦点距離 ： 3.0mm、 F 値 ： F2.0
• 水平画角 ： 66°、 垂直画角 ： 48°
• 最短撮影距離 ： 40cm

最低照度 1 ルクス （F2.0）

シャ ッ タースピー ド 1/5000 ～ 1/4 秒

ビデオ圧縮 • Motion JPEG
• MPEG-4 Part 2 （ISO/IEC 14496-2）

• H.264

解像度 640x480、 480x360、 320x240、 240x180、 176x144、 160x120

最大フ レームレー ト -  
Motion JPEG

すべての解像度で 30 フ レーム / 秒

最大フ レームレー ト - 
MPEG-4

すべての解像度で 30 フ レーム / 秒

最大フ レームレー ト - H.264 すべての解像度で 30 フ レーム / 秒

ビデオス ト リー ミ ング MPEG-4 Part 2/H.264/Motion JPEG の同時配信可 ：

• MPEG-4 Part 2/H.264 ： 最大フ レームレー ト が出るのは 1 ス ト リームまで

• Motion JPEG ： 最大フ レームレー ト が出るのは 2 ス ト リームまで

• フ レームレー ト 、 帯域幅の使用率のコ ン ト ロールが可能

• 固定、 可変ビ ッ ト レー ト の選択が可能 （MPEG-4/H.264）

画像の設定 • 圧縮レベル、 カ ラーレベル、 輝度、 シ ャープネス、 コ ン ト ラ ス ト 、 ホワイ ト バラ ンス、

露出コ ン ト ロール、 逆光補正

• 画像の回転 ： 0°、 180°
• オーバーレ イ機能 （テキス ト / 画像）

• プ ラ イバシーマスク

セキュ リ テ ィ マルチユーザパスワー ド保護、 IP ア ド レスフ ィ ルタ リ ング、 HTTPS 暗号化、 ダイジ ェ ス

ト 認証、 ユーザアクセスログ

対応プロ ト コル IPv4/v6, HTTP, HTTPS, SSL/TLS*, QoS Layer 3 DiffServ, FTP, SMTP, Bonjour, UPnP, 
SNMPv1/v2c/v3(MIB-II), DNS, DynDNS, NTP, RTSP, RTP, TCP, UDP, IGMP, RTCP, ICMP, 
DHCP, ARP, SOCKS.
（* Open SSL プ ロ ジ ェ ク ト によ っ て開発 さ れた ソ フ ト ウ ェ アが含まれます。 詳 し く は、  

www.openssl.org を参照し て く だ さい。）

イ ンテ リ ジ ェ ン ト ビデオ モーシ ョ ン検知、 いたずら警告

アラーム ト リ ガ イ ンテ リ ジ ェ ン ト ビデオ

アラームイベン ト • FTP、 HTTP、 電子メ ールを利用し た JPEG フ ァ イルのア ッ プロー ド

• HTTP、 TCP、 電子メ ールを利用し たイベン ト 通知

アラームバッ フ ァ 16MB （プ リ / ポス ト アラーム）

システム要件 • OS* ： Windows Vista、 XP、 Server 2003
• ブ ラウザ * ： Internet Explorer 7.x 以上

• その他 ： DirectX 9c 互換グラ フ ィ ッ ク カー ド

（* 他の OS、 ブ ラウザの対応状況については、 Axis のホームページを参照し て く だ さい。 

http://www.axiscom.co.jp/sup/video/tecnote/browsers.htm）

ケーシング スチールと プ ラスチ ッ ク

プロセ ッサ / メ モ リ ビデオ処理 / 圧縮 ： ARTPEC-B、 メ モ リ ： 64MB、 フ ラ ッ シュ ： 32MB

電源 Power over Ethernet （IEEE 802.3af 準拠） ： Class 1 最大 3.84W

コネク タ ネ ッ ト ワーク コネク タ （RJ-45） ： 10BASE-T/100BASE-TX、 PoE 対応
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動作環境 • 温度 ： 0 ～ 50 ℃

• 湿度 ： 20 ～ 80% RH （結露不可）

認可 • EN 55022 Class B
• EN 55024
• EN 61000-3-2
• EN 61000-3-3
• EN 60950-1
• FCC Part 15 Subpart B Class B
• VCCI Class B
• ICES-003 Class B
• C-tick AS/NZS CISPR 22
• MIC Class B

寸法 高さ ： 105.3mm、 奥行き （ド ームカバー直径） ： 91.6mm

重量 260g （AXIS PoE Midspan を除 く ）

すべての仕様は予告な く 変更される こ とがあ り ます。

項目 仕様
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適切なパフ ォーマンスを得るための注意点
適切なパフ ォーマンスを得るための注意点

システムをセ ッ ト ア ッ プする際に、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラの設定や設置条件がどのよ う にパフ ォーマン スに影響
するかを検討する こ と が大切です。 あ る ものは必要と する帯域幅 （ビ ッ ト レー ト ） に、 またあ る も のはフ レー
ムレー ト 、 さ らに帯域幅 と フ レームレー ト の両方に影響する ものがあ り ます。 お使いのコ ンピ ュータの CPU の

使用率が最大に達し た場合は、 フ レームレー ト に影響が及びます。

以下に、 最適なパフ ォーマン ス を得る ための検討事項を列挙し ます。

• 高い解像度、 および低い圧縮率を利用し た設定は、 フ ァ イルサイズの大きな画像を生成し ます。 これは、 帯
域幅に影響を与えます。

• 多 く のク ラ イアン ト が Motion JPEG、 およびユニキャス ト の MPEG-4/H.264 ス ト リームにアクセスする。 これ 

は、 帯域幅に影響を与えます。

• 複数のク ラ イアン ト が異なるス ト リ ーム （解像度、 圧縮率など） を同時に閲覧する。 これは、 フ レームレー
ト と帯域幅に影響を与えます。

• Motion JPEG および MPEG-4/H.264 ス ト リ ームに同時にア クセスする。 これは、 フ レームレー ト と帯域幅に影 

響を与えます。

• イベン ト を多用する と CPU に負荷がかかり ます。 これは、 フ レームレー ト に影響を与えます。

• モーシ ョ ン検知を使用する と、 フ レームレー ト と帯域幅に影響を与えます。

• ネ ッ ト ワークの負荷が高い。 これは、 帯域幅に影響を与えます。

• お使いのコ ンピ ュータがシステム要件を満た し ていない場合は、 最適なパフ ォーマンスが得られません。 こ
れは、 フ レームレー ト に影響を与えます。
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